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田んぼでドロリンピック
泥まみれでつかんだ栄冠

　田んぼの土をならす
「代かき」をしながら
泥遊びを楽しもうと６
月12日、池田小でドロ
リンピックが行われま
した。３年～６年生25
人が、学校近くの田ん
ぼでビーチバレーやフ
ラッグ取りなどの競技
を楽しみました。フラ
ッグ取りでは、泥しぶ
きをあげながら全力疾
走。顔も泥だらけにな
りながら熱戦を繰り広
げました。

今月の表紙

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
●粗大ごみ収集日（丹
波校区）

●学びのふるさと講座

●県民公開講座 ●母子手帳交付、妊
婦相談９：30～11：00

●育児相談10：00～
11：30

●小中学校再編
等検討会（山川
地域）

●マイエンザ販売日
●センター開放９：00～11：00
●母子手帳交付、妊婦相談９：00～

11：00
●子育てママ・パパの運動教室（託

児付き）10：00～11：00
●乳児・産婦健診（指宿地域児対象）◎

12：50～13：15

●広島平和記念日
●小中学校再編等検
討会（山川地域）

●成人定期健康相談
９：30～11：00

●母子手帳交付、妊婦相
談９：30～11：00

●成人定期健康相談９：30～
11：00

●６～８か月児健診（指宿
地域児対象）

　 ◎12：50～13：15
●レジャーセンター健康
相談13：30～15：30

●粗大ごみ収集日（指
宿校区）

●スター・ウォッチン
グ

●カブトムシ相撲大会

●長崎原爆の日
●夏休みエネルギー
探検

●アロハ献血（～12
日）

●ヘルシーランド健
康相談 10：00～

　13：00

●障害者就業・生活支援の巡回相談
●開聞そうめん夏祭り
●センター開放９：00～11：00
●母子手帳交付、妊婦相談９：00～

11：00
●楽しく遊ぼう教室10：00～11：00

●１歳６か月児健診(指宿地域児対
象）◎12：50～13：15

●中・高生ふるさと
の集い

●終戦の日

●健幸ふれあいパ
ターゴルフ大会

●母子手帳交付、妊
婦相談９：30～11：00

●成人定期健康相談
９：30～11：00
●マタニティスクー
ル（※事前予約が必
要）19：30～22：00

●センター開放９：00～11：00
●母子手帳交付、妊婦相談９：00～

11：00
●育児相談◎９：１５～１０：３０
●子育てママ・パパの運動教室（託

児付き）10：00～1１：00
●２歳児健診（指宿地域児対象）
　 ◎12：50～13：15

●県行政書士会の無
料相談会

●よるのおはなし会・星
空観察会

●母子手帳交付、妊婦相
談９：30～11：00

●子育てママ・パパの運
動教室（託児付き）10：00～
11：00

●１歳６か月児健診（山川・
開聞地域児対象）◎12：50～
13：15

●粗大ごみ収集日（魚
見・今和泉校区）

●ジュニアガイド養成講座
●新歩く道紀行100選
池田湖畔と新永吉棚
田ウォーク

●南指宿中吹奏楽部第
11回定期ｊ演奏会

●ミニバレーボール大会
●寶宿祭

●オリビンと星砂
万華鏡を作ろう

●センター開放９：00～11：00
●母子手帳交付、妊婦相談９：00～

11：00
●楽しく遊ぼう教室10：00～11：00

●３歳児健診（指宿地域児対象）◎12：
50～13：15

●移動年金相談
●特設人権相談所
●子育てママ・パパ
の運動教室（託児付
き）19：00～20：00

●育児相談10：00～11：30

●２歳児健診（山川・開聞地
域児対象）◎12：50～13：15

●粗大ごみ収集日（柳
田・池田校区）

●英語絵本の読み聞か
せ講座

●健幸づくり講演会

●センター開放９：00～11：00
●母子手帳交付、妊婦相談９：00～

11：01
●子育てママ・パパの運動教室（託

児付き）10：00～11：00
●乳児・産婦健診（指宿地域児対象）◎

12：50～13：15

●成人定期健康相談
９：30～11：00

●成人定期健康相談９：30～
11：00

●６～８か月児健診（指宿
地域児対象）

　 ◎12：50～13：15

●子どもの健康と発達

●
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど　
●
保
健
セ
ン
タ
ー
日
程　
◎
は
受
付
時
間

レジャ

指宿保

指宿保

指宿保

指宿保

指宿保

指宿保

指宿保

指宿保

指宿保
指宿保

指宿保

指宿保

指宿保

指宿保

指宿保

指宿保

指宿保

指宿保

指宿保

指宿保

指宿保

指宿保

指宿保

指宿保

指宿保

指宿保

ヘルシ

開聞保

開聞保

開聞保

開聞保

開聞保

開聞保

開聞保

山川文

山川文

山川図

山川文

山川文

7/26 7/27 7/28 7/29 7/30 7/31 1 

2 3 4 5 6 7 8 

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31 9/1 9/2 9/3 9/4 9/5

指宿市市長公室広報統計係
〒891-0497　鹿児島県指宿市十町2424番地
☎㉒2111内123
ホームページ  http://www.city.ibusuki.lg.jp
メール  info@city.ibusuki.lg.jp

編集発行

税の種類 期　　別
市 県 民 税 ２期
国民健康保険税・介護保険料
後期高齢者医療保険料 ２期

口 座 振 替 日 ８月25日㊋
納 付 書 で の 納 期 限 ８月31日㊊

総  人  口 42,218人（－5）
男 19,289人（＋5）
女 22,929人（－10）

世  帯  数 19,098戸（－14）

問税務課収納対策室管理係内232

■今月の税金は？

■人のうごき ７月１日現在（前月比）

指宿保健センター　　　　開聞保健センター
レジャーセンターかいもん　　　　山川文化ホール
愉徒里館　　　　ヘルシーランド　　　　山川図書館

開催場所
指宿保
レジャ
愉徒里

愉徒里

ヘルシ 山川図

開聞保
山川文指宿市の“今”を発信する広報誌 8
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［特集］ 戦後70年

戦争の記憶
平和になった今

君
は
信
じ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か

こ
の
明
る
い
穏
や
か
な
田
良
浜
が

か
つ
て
太
平
洋
戦
の
末
期

本
土
最
南
端
の
航
空
基
地
と
し
て

琉
球
弧
の
米
艦
隊
に
対
決
し
た
日
々
の
こ
と
を

拙
劣
の
下
駄
ば
き
水
上
機
に　

爆
弾
と

片
道
燃
料
を
積
み　

見
送
る
人
と
て
な
い

こ
の
海
か
ら
萬
感
を
こ
め
て
飛
び
た
ち

遂
に
還
ら
な
か
っ
た
若
き
特
別
攻
撃
隊
員
が

八
十
二
人
に
も
達
し
た
こ
と
を

併
せ
て
敵
機
迎
撃
に
よ
っ
て
果
て
た

百
有
余
人
の
基
地
隊
員
と
の
鎮
魂
を
祈
っ
て

こ
こ
に
碑
を
捧
ぐ

こ
れ
は
、
旧
指
宿
海
軍
航
空
基

地
に
あ
る「
哀
惜
の
碑
」に
刻
ま
れ

て
い
る
言
葉
で
す
。

基
地
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
は
現
在
、

陸
上
競
技
場
や
体
育
館
、
市
民
会

館
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
森
な
ど

市
民
が
集
う
憩
い
の
場
所
に
な
っ

て
い
ま
す
。

太
平
洋
戦
争
か
ら
70
年
が
経
つ

今
、
戦
争
を
経
験
し
た
人
は
高
齢

化
が
進
ん
で
後
世
に
語
れ
る
人
が

少
な
く
な
り
ま
し
た
。
日
々
進
歩

す
る
時
代
の
波
で
、
戦
争
の
記
憶

が
風
化
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

核
兵
器
廃
絶
・
平
和
都
市
宣
言

を
掲
げ
て
い
る
指
宿
市
。
今
回
は

指
宿
に
あ
っ
た
海
軍
航
空
基
地
や

戦
争
体
験
者
の
声
、
今
も
残
る
遺

構
な
ど
を
取
材
し
ま
し
た
。
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82
人
の
特
攻
隊
員
が

飛
び
立
つ

指
宿
基
地
は
、
敵
の
潜
水
艦
を

捜
索
す
る
水
上
偵
察
機
の
基
地
と

し
て
昭
和
19
年
１
月
に
開
隊
。
隊

員
は
、
海
軍
の
水
上
機
搭
乗
員
を

養
成
し
て
い
た
詫
間（
香
川
）、
北

浦
、
鹿
島（
茨
城
）、
福
山（
広
島
）、

天
草（
熊
本
）の
５
航
空
隊
で
編
成

さ
れ
ま
し
た
。

配
備
さ
れ
た
機
体
は
、
零
式
水

偵
、
九
四
式
水
偵
、
零
式
観
測
機

な
ど
。
こ
れ
ら
の
機
体
は
捜
索
機

材
を
載
せ
て
い
て
攻
撃
力
が
な
い

た
め
、
戦
闘
機
な
ど
の
援
護
の
も

と
で
行
動
し
ま
す
。

沖
縄
戦
に
運
命
を
賭
け
た
海
軍

は
、
敵
の
沖
縄
上
陸
以
来
ほ
と
ん

ど
の
特
攻
機
を
使
い
果
た
し
、
地

上
部
隊
が
総
反
撃
を
試
み
る
頃
に

は
、
攻
撃
力
の
な
い
水
上
偵
察
機

で
特
攻
を
命
じ
ま
す
。
水
上
機
特

攻
の
狙
い
は
、
月
明
か
り
の
夜
間

に
出
撃
し
、
沖
縄
周
辺
海
域
に
集

ま
る
米
軍
の
輸
送
船
を
撃
滅
し
て

機
動
部
隊
の
補
給
を
断
つ
こ
と
で

し
た
。

指
宿
か
ら
飛
び
立
っ
た
機
体
は
、

「
下
駄
履
き
機
」と
揶や

ゆ揄
さ
れ
る
ほ

ど
大
き
な
フ
ロ
ー
ト
を
付
け
た
水

上
偵
察
機
。
劣
速
だ
っ
た
そ
れ
ら

の
機
体
に
８
０
０
ｋɡ
近
い
爆
弾
を

載
せ
て
、
昭
和
20
年
４
月
29
日
か

ら
７
月
３
日
ま
で
、
44
機
82
人
の

隊
員
が
特
攻
作
戦
を
展
開
し
ま
し

た
。指

宿
基
地
で
は
、
特
攻
で
の
殉

職
者
の
他
、
訓
練
で
の
殉
職
者
や

空
襲
で
亡
く
な
っ
た
人
な
ど
合
わ

せ
て
１
９
２
人
が
犠
牲
に
な
っ
て

い
ま
す
。

基
地
建
設
で
１
３
７
戸
の

住
民
が
強
制
移
転

柳
田
校
区
の
二
反
田
川
周
辺
に

あ
る
田
良
地
区
。
こ
の
名
前
の
由

来
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
田
良
地

区
は
、
昭
和
17
年
に
、
指
宿
海
軍

航
空
基
地
の
着
工
に
伴
い
、
田
良

浜
か
ら
移
転
を
強
い
ら
れ
た
住
民

た
ち
が
つ
け
た
名
前
で
す
。
魚
見

岳
の
下
、
海
沿
い
の
田
良
浜
は
、

半
農
半
漁
で
江
戸
時
代
か
ら
明
治

の
初
期
ま
で
密
貿
易
の
ま
ち
と
し

て
栄
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
太
平
洋
戦
争
の
勃
発

で
、
海
軍
省
は
田
良
浜
に
海
軍
航

空
基
地
を
建
設
。
田
良
浜
の
住
民

１
３
７
戸
は
、
海
軍
省
の
命
令
で

強
制
移
転
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
住
民

は
お
よ
そ
８
０
０
年
の
長
き
に
わ

た
っ
て
住
み
慣
れ
た
土
地
を
離
れ
、

昭
和
17
年
３
月
か
ら
約
４
カ
月
で

旧
指
宿
町
内
10
箇
所
に
分
か
れ
て

移
転
し
ま
し
た
。

九州最南端の水上機特攻基地

指宿海軍航空基地

戦争の記憶 平和になった今

1

2

哀惜の碑 慰霊追悼式
　４ページ下の哀惜の碑は、指宿基地生存者有志が
昭和46年５月27日に建立。旧基地跡の通信室壕上に
あり、毎年５月27日の旧海軍記念日に遺族や生存者
らが参列して慰霊追悼式を行っています。

 指宿図書館特別企画

「戦後70年の記憶」
　指宿図書館では、指宿海軍航空基地に関する資料
や遺品などを展示します。
▶期間／９月15日㊋～27日㊐
▶内容／関連書籍の紹介、関連パネル、写真、遺品、

市内の戦跡めぐり、基調講演
※ 市内の戦跡めぐり、基調講演は電話予約が必要。
予問指宿図書館　☎㉓2827

今
も
な
お82

今
も
な
お82人の
特
攻
隊
員
が

今
も
な
お人の
特
攻
隊
員
が

飛
び
立
つ

今
も
な
お飛び立
つ

1水上機特攻を行った部隊
2「下駄履き機」と揶揄された水上機

フロート

今年の５月27日哀惜の碑 慰霊追悼式で読まれた遺書

四
月
十
二
日

　

心
は
明
鏡
、
後
顧
の
憂
は
更
に
な
け
れ
ど
、
た
一ゞ
度

父
母
の
顔
を
み
て
征
き
た
い
。
心
ゆ
く
ま
で
話
し
て
征

き
た
い
。

し
か
も
、
そ
れ
さ
へ
も
、
も
う
、
か
な
は
ぬ
。
せ
め
て
写

真
で
も
持
つ
て
ゐ
れ
ば
よ
か
つ
た
の
に
、････････････

俺
は
親
不
孝
だ
つ
た
。････････････

　

進
発
ま
で
、
時
日
余
裕
も
少
い
。
と
び
と
び
な
が
ら

一ヶ
年
近
く
北
浦
の
学
生
生
活
を
綴
つ
て
来
た
こ
の
日

記
も
、
今
日
限
り
に
や
め
る
こ
と
ゝ
す
る
。

　

特
攻
隊
員
に
命
名
さ
れ
て
、
体
当
り
す
る
ま
で
の

気
持
な
ん
て
い
ふ
も
の
は
、
と
て
も
筆
な
ど
に
て
は
真
を

写
し
切
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

こ
の
心
境
は
、
か
ゝ
る
経
験
を
有
す
る
者
の
み
が
味

は
ひ
う
る
も
の
と
し
て
書
く
こ
と
は
止
め
や
う
。

　

さ
ら
ば
、
父
母
、
弟
妹
よ
、
師
よ
、
御
健
康
を
お

祈
り
し
ま
す
。

海
軍
中
尉　

沢
田　

泰
男　

命

第
一次
北
浦
特
攻
隊
／
昭
和
二
十
年
五
月
八
日

横
須
賀
上
空
に
て
戦
死
／
大
阪
市
天
王
寺
区
出
身
／

東
京
帝
国
大
学
第
十
四
期
海
軍
予
備
学
生　
二
十
三
歳

今
日
限
り
の
日
記

　

國
神
社
「
英
霊
の
言
乃
葉
」
よ
り
引
用

今年の慰霊追悼式の様子
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憧
れ
た
航
空
隊
員

 

「
学
校
の
掲
示
版
に
連
合
艦
隊

の
ポ
ス
タ
ー
が
貼
り
出
さ
れ
て
い

て
、
そ
の
飛
行
機
に
乗
っ
て
み
た

い
と
思
っ
た
の
が
始
ま
り
だ
っ

た
」中
学
生
の
廣
森
さ
ん
は
、
飛

行
機
の
搭
乗
員
に
憧
れ
て
い
た
。

太
平
洋
戦
争
以
前
の
教
育
は
、

中
学
校
に
軍
隊
の
人
が
教
官
と
し

て
配
属
さ
れ
、
学
校
の
授
業
で
軍

事
教
育
が
盛
ん
だ
っ
た
。
国
に
尽

く
す
、
奉
仕
す
る
と
い
う
の
が
当

た
り
前
だ
っ
た
時
代
。
学
校
で
の

訓
練
は
と
て
も
厳
し
か
っ
た
と
当

時
を
振
り
返
る
。

廣
森
さ
ん
は
、
旧
制
指
宿
中
学

校（
場
所
は
現
在
の
北
指
宿
中
）在

学
中
、
海
軍
の
試
験
を
受
け
た
。

海
軍
に
入
隊
す
る
の
は
、
容
易

で
は
な
か
っ
た
。
中
学
校
在
学
中
、

指
宿
か
ら
入
隊
を
希
望
し
た
の
は

10
人
く
ら
い
。
そ
の
う
ち
、
合
格

し
た
の
は
廣
森
さ
ん
を
含
め
て
３

人
だ
っ
た
。
合
格
し
た
３
人
は
昭

和
17
年
４
月
、
茨
城
県
の
土
浦
海

軍
航
空
隊
に
入
隊
。
こ
こ
で
は
約

１
年
間
、
搭
乗
員
に
な
る
た
め
に

全
国
か
ら
集
め
ら
れ
た
人
た
ち
が

日
夜
訓
練
を
行
う
。
入
隊
し
た
当

時
は
16
歳
。
入
隊
し
た
時
は
、
太

平
洋
戦
争
の
真
っ
只
中
で
、
周
囲

は
張
り
詰
め
た
空
気
だ
っ
た
。「
訓

練
は
想
像
を
超
え
る
厳
し
さ
で
し

た
。
教
官
か
ら
は
常
に
、
飛
行
機

は
や
ら
な
け
れ
ば
や
ら
れ
て
し
ま

う
と
、
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
中
途

半
端
な
気
持
ち
で
は
乗
れ
ま
せ
ん

で
し
た
」

戦
地
へ
赴
く

昭
和
18
年
３
月
に
土
浦
海
軍
航

空
隊
を
卒
業
し
た
人
た
ち
は
、
中

国
・
上
海
で
実
技
訓
練
を
受
け
、

戦
況
が
激
化
す
る
東
南
ア
ジ
ア
へ

向
か
う
。
廣
森
さ
ん
が
搭
乗
す
る

機
体
は
、
７
人
が
乗
れ
る
一
式
陸

上
攻
撃
機
。
そ
こ
で
通
信
手
と
し

て
搭
乗
す
る
。
通
信
手
は
、
モ
ー

ル
ス
信
号
で
基
地
と
連
絡
を
取
り

合
う
役
割
。
む
や
み
に
電
波
を
出

す
と
敵
に
察
知
さ
れ
る
の
で
常
に

緊
張
し
た
状
態
が
続
い
た
と
い
う
。

廣
森
さ
ん
は
、
マ
レ
ー
半
島
を
中

心
に
作
戦
を
遂
行
し
、
作
戦
の
合

間
は
輸
送
船
団
の
護
衛
と
し
て
飛

行
し
た
。「
基
地
が
発
し
て
い
る
電

波
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
応
答
す
る
の

が
、
私
の
役
割
。
飛
行
機
は
60
㎏

爆
弾
12
発
を
つ
け
て
戦
地
に
向
か

う
の
で
、
機
体
は
と
て
も
重
く
な

る
。
相
手
に
電
波
が
キ
ャ
ッ
チ
さ

れ
る
と
敵
機
に
見
つ
か
っ
て
し
ま

う
の
で
、
気
が
抜
け
ま
せ
ん
で
し

た
」

特
攻
隊
員
を
告
げ
ら
れ
る

戦
局
が
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い

日
本
は
、
昭
和
19
年
10
月
か
ら
神

風
特
別
攻
撃
隊（
特
攻
）を
命
じ
る

よ
う
に
な
る
。
廣
森
さ
ん
た
ち
に

も
昭
和
20
年
５
月
に
そ
の
命
令
が

告
げ
ら
れ
た
。

飛
行
長
か
ら
、「
搭
乗
員
は
全
員
、

集
合
せ
よ
」と
呼
ば
れ
、
兵
舎
前

に
一
列
に
整
列
す
る
。「
特
攻
の
編

成
が
き
た
の
で
通
知
す
る
。
全

員
、目
を
つ
ぶ
れ
」と
言
っ
た
あ
と
、

「
特
攻
に
志
願
す
る
も
の
は
、
一

歩
前
に
」と
言
わ
れ
る
。

こ
の
時
の
心
境
を
廣
森
さ
ん
は
、

「
人
間
は
、
本
能
的
に
生
き
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
ん
で
す
よ
。

迷
い
が
な
い
と
言
え
ば
う
そ
で
す
。

で
も
、
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い

別れの杯
沖縄・米軍攻撃のため、前線基地（台湾）へ向かう海軍一式陸攻爆撃機の搭乗員
（マレー半島、アエル・タワールにて）昭和20年４月
この中に葊森さんもいた。

INTERVIEW

葊森 幸雄さん
大正14年10月24日生まれ。18歳
の時、甲飛十期生として茨城県に
ある土浦海軍航空隊に入隊。一
等飛行兵曹。終戦後は郵便局に勤
務。田之畑地区在住。89歳。

忘
れ
ら
れ
な
い
記
憶

遺
書
を
書
く
と
は
、ど
う
い
う
こ
と
か ̶

。
運
命
と
分
か
っ
て
い
る
か
ら
み
ん

な
前
に
出
る
ん
で
す
よ
―
―
―
。」

目
を
開
け
る
と
全
員
が
一
歩
前
に

出
て
い
た
。
飛
行
長
が「
全
員
賛

成
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」と

言
い
ま
し
た
が
、
何
と
も
い
え
な

い
気
持
ち
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
飛
行
長
か
ら
洗
濯
物

や
身
の
回
り
の
片
付
け
が
済
み
次

第
、
遺
書
を
書
く
よ
う
指
示
さ
れ

る
。
遺
書
を
書
い
た
ら
、
気
持
ち

が
納
ま
っ
た
と
い
う
。
夕
食
を
済

ま
せ
た
あ
と
、
兵
舎
か
ら
南
十
字

星
を
見
な
が
ら
家
族
の
こ
と
を
考

え
た
。

昭
和
20
年
６
月
、
と
う
と
う
特

攻
隊
員
と
し
て
の
待
機
命
令
が
出

る
。
飛
行
機
に
は
８
０
０
㎏
近
い

魚
雷
が
装
填
さ
れ
、
い
つ
で
も

出
撃
で
き
る
準
備
が
整
っ
て
い

た
。「
重
く
な
っ
た
機
体
で
敵
機
に

見
つ
か
っ
た
ら
必
ず
撃
墜
さ
れ
る
。

出
撃
し
た
ら
最
後
だ
と
分
か
っ
て

い
ま
し
た
」と
覚
悟
を
決
め
て
い

た
。
し
か
し
、
廣
森
さ
ん
に
出
撃

命
令
が
出
る
こ
と
な
く
終
戦
を
迎

え
る
。

終
戦
後
、
廣
森
さ
ん
の
所
属
す

る
部
隊
を
待
ち
構
え
て
い
た
の
は
、

イ
ギ
リ
ス
軍
だ
っ
た
。
廣
森
さ
ん

た
ち
は
終
戦
を
迎
え
た
マ
レ
ー
シ

ア
で
捕
虜
に
な
り
、
強
制
労
働
を

さ
せ
ら
れ
た
。
日
本
に
帰
っ
て
き

た
の
は
、
終
戦
か
ら
約
２
年
後
の

昭
和
22
年
６
月
。「
私
と
一
緒
に
訓

練
を
受
け
た
同
期
生
は
、
全
国
で

約
千
人
い
ま
し
た
が
、
８
割
く
ら

い
が
戦
死
で
し
た
」と
辛
い
胸
の

内
を
語
っ
た
。

帰
ら
ぬ
戦
友

廣
森
さ
ん
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の

基
地
で
出
会
っ
た
同
郷
の
大
吉
重

雪
さ
ん（
小
田
）を
今
で
も
忘
れ
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
。

昭
和
20
年
３
月
16
日
。
大
吉
さ

ん
た
ち
が
乗
っ
た
攻
撃
機
が
、
米

軍
の
潜
水
艦
攻
撃
に
成
功
し
た
と

無
線
が
入
っ
た
。
廣
森
さ
ん
は
彼

ら
を
出
迎
え
よ
う
と
飛
行
場
で
待

ち
構
え
て
い
た
。
そ
の
時
だ
っ
た
。

飛
行
場
に
到
着
し
た
大
吉
さ
ん

ら
の
攻
撃
機
が
、
も
の
す
ご
い
ス

コ
ー
ル
に
襲
わ
れ
た
。
マ
レ
ー
シ

ア
の
ス
コ
ー
ル
は
、
視
界
が
遮
ら

れ
る
ほ
ど
の
大
雨
が
短
時
間
で
降

っ
て
く
る
。
着
陸
態
勢
に
入
っ
て

い
た
機
体
は
、
着
陸
を
断
念
。
高

度
を
上
げ
て
旋
回
を
試
み
る
が
、

翼
が
木
に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
い
そ

の
ま
ま
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
墜
落
。
大

吉
さ
ん
を
含
む
５
人
が
死
亡
し
た
。

廣
森
さ
ん
た
ち
は
５
人
を
収
容
し
、

一
晩
か
け
て
火
葬
し
た
。
大
吉
さ

ん
は
、
銀
の
入
れ
歯
を
し
て
い
た

の
で
、
一
緒
に
骨
箱
に
納
め
た
。

廣
森
さ
ん
は
帰
郷
後
、
大
吉
さ

ん
の
最
後
を
家
族
の
も
と
に
話
し

に
い
っ
た
。
し
か
し
、
大
吉
さ
ん

の
骨
箱
に
は
、
位
牌
し
か
入
っ
て

い
な
か
っ
た
と
聞
か
さ
れ
た
。
ど

う
し
て
も
腑
に
落
ち
な
か
っ
た
廣

森
さ
ん
は
、
厚
生
省
に
電
話
を
入

れ
て
確
認
し
た
。「
戦
地
で
亡
く
な

っ
た
人
の
骨
箱
は
、
輸
送
船
に
積

っ
た
人
の
骨
箱
は
、
輸
送
船
に
積

っ
た
人
の
骨
箱
は
、
輸
送
船
に
積

み
ま
す
。
そ
の
数
は
何
十
、
何
百

箱
。
そ
の
輸
送
船
が
途
中
で
攻
撃

に
あ
え
ば
、
海
の
底
に
沈
ん
で
な

く
な
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
大
吉
さ

ん
の
遺
骨
を
積
ん
だ
輸
送
船
も
や

ら
れ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
」真
面

目
を
絵
に
描
い
た
よ
う
な
人
だ
と

い
う
大
吉
さ
ん
。
戦
争
は
、
亡
く

な
っ
た
人
も
、
故
郷
に
帰
そ
う
と

は
し
ま
せ
ん
。
（
８
ペ
ー
ジ
へ
）

忘
れ
え
ぬ

忘
れ
え
ぬ

忘
れ
え
ぬ

戦争の記憶 平和になった今
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陛
下
が
お
ら
れ
る
皇
居
に
向
か
っ

て
土
下
座
し
た
こ
と
を
、
今
で
も

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
」

馬
渡
さ
ん
は
そ
の
後
、
徴
兵
検

査
で
陸
軍
通
信
隊
に
入
隊
が
決
ま

り
自
宅
待
機
し
て
い
た
が
、
徴
集

さ
れ
る
こ
と
な
く
終
戦
の
８
月
15

日
を
迎
え
た
。「
戦
争
は
し
た
く
な

い
し
、
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
く

も
な
い
。
戦
争
を
好
き
な
人
な
ん

て
い
な
い
と
思
う
。
人
間
は
、
平

和
な
世
の
中
に
生
ま
れ
て
き
た
時

に
初
め
て
生
ま
れ
て
き
て
よ
か
っ

た
と
思
え
る
生
き
物
。
今
を
生
き

て
い
る
人
た
ち
が
写
真
を
見
て
、

戦
争
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
な
い

で
ほ
し
い
」

　重雪は私の兄で、私と20歳離れています。私は昭和19
年11月に生まれ、兄は昭和20年３月に戦死したので、私
が生まれたことも知らないと思います。
　兄は志願兵と聞いていますが、当時の状況を考えると、
上官からの命令で志願兵になったのではと思います。戦争
には、誰しも行きたくないし、兄も同じ気持ちだったはず
です。
　戦争で亡くなった人は、命日やその時の状況などが分か
らないことが多い中、兄の最後を教えてくれた廣森さんに
は本当に感謝しています。
　社会情勢がどうであれ、戦争はあってはならないこと。
これからも平和な日本であることを望みます。

兄の最後を教えてくれた
廣森さんに感謝

旧制指宿中学校の入学時。葊森さんは後ろから２列目の右から４番目。

〔馬渡写真館 提供〕

（上）大吉重雪さんの弟、
大吉工さんと妻の孝子さん

（迫北上）
（下）唯一残っている大吉
重雪さんの写真

戦
争
は
み
じ
め
。

絶
対
し
て
は
な
ら
な
い
。今

、
思
う
こ
と

終
戦
後
、
ゼ
ロ
戦
に
乗
っ
て
い

た
優
秀
な
先
輩
と
話
し
た
時
の
こ

と
。
先
輩
は
、「
私
は
戦
時
中
、
敵

機
を
撃
墜
し
た
こ
と
が
新
聞
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
誇
り
に
思

っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
撃
墜

し
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
、
何
の
恨
み

も
な
い
人
。
国
が
戦
争
を
始
め
る

か
ら
、
敵
の
飛
行
機
を
撃
ち
落
と

さ
な
け
れ
ば
自
分
が
や
ら
れ
て
し

ま
う
。
今
考
え
る
と
、
そ
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
に
も
、
親
や
兄
弟
が
い
る

の
に
、
す
ま
な
い
こ
と
を
し
て
し

ま
っ
た
。
戦
う
も
の
同
士
は
国
と

国
と
の
争
い
の
犠
牲
者
。
戦
争
は

み
じ
め
で
す
よ
」と
語
っ
た
。
廣

森
さ
ん
も
同
じ
思
い
だ
。

終
戦
か
ら
70
年
を
迎
え
る
今
年
。

廣
森
さ
ん
は
こ
う
言
い
ま
す
。「
８

月
15
日
は
終
戦
記
念
日
で
、
日
本

が
戦
争
に
負
け
た
の
は
事
実
。
し

か
し
、
卑
屈
な
思
い
で
迎
え
る
日

で
は
な
く
、
日
本
を
再
建
・
再
興

す
る
記
念
日
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

私
も
70
年
経
つ
と
、
昔
の
こ
と
を

思
い
出
せ
な
い
こ
と
が
多
く
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
遺
書
を
書
い

た
時
の
あ
の
気
持
ち
や
雰
囲
気
だ

け
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
戦

争
は
勝
っ
て
も
負
け
て
も
み
じ
め

で
す
よ
。
戦
争
は
こ
れ
か
ら
も
絶

対
し
て
は
な
ら
な
い
」

戦
争
当
時
の
写
真
が
多
く
残
っ

て
い
る
馬
渡
写
真
館
。
こ
こ
に
は
、

指
宿
海
軍
航
空
基
地
か
ら
飛
び
立

っ
た
特
攻
隊
員
の
写
真
な
ど
が
残

っ
て
い
る
。
昔
の
写
真
を
残
し
て

き
た
馬
渡
成
貴
さ
ん
は
、
終
戦
時

20
歳
。
当
時
を
知
る
一
人
だ
。

馬
渡
さ
ん
は
、
旧
制
指
宿
中
学

の
時
に
甲
飛
十
期
の
試
験
を
受
け

る
。
し
か
し
、
初
期
の
結
核
に
か

か
っ
て
い
て
、
不
合
格
の
通
知
を

受
け
た
。「
当
時
は
ア
メ
リ
カ
に
勝

つ
た
め
、
軍
事
訓
練
に
明
け
暮
れ

た
時
代
。
女
学
生
も
銃
を
握
っ
て

訓
練
す
る
な
ど
、
お
国
の
た
め
に

尽
く
す
の
が
当
た
り
前
で
し
た
。

不
合
格
を
知
っ
た
夜
は
一
晩
中
眠

れ
ず
、
布
団
の
上
で
正
座
し
て
涙

が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
天
皇

銃の使い方を訓練する女学生たち（昭和17年）

馬渡写真館に残されている指宿基地から飛び立った隊員たちの遺書

基地の格納庫前で行われた慰霊祭（昭和18年）終戦直後の魚見港。奥には格納庫が
見える。（昭和24年）

指宿駅で出兵を見送る人たち（昭和13年）（上）
南京攻略を記念した旗行列（昭和13年）（下）

見える。（昭和24年）

大正14年12月20日生まれ。旧制
指宿中の在学中、甲飛十期を受
験したが不合格に。その後、徴兵
検査で陸軍に入隊が決まるが、
終戦を迎える。終戦後、父から写
真館を受け継ぐ。湊中地区在住。
89歳。

馬渡写真館 二代目
馬渡 成貴 さん

INTERVIEW

あの想い戦争の記憶 平和になった今
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指宿の戦跡と戦争を
考える会 代表

橋野 裕明 さん

銃弾が貫通した跡

INTERVIEW

　戦争を繰り返さないためにも、自分
たちの身近にある戦跡を知ることは大
切だと思います。私が高校で社会科の
教員だったこと、父が海軍で通信手
だったこともあり、平和学習に興味が
ありました。指宿には、地元の人も知
らないような戦跡が数多くあります。
これを負の遺産と考えるのでなく、平
和のために生かす。地元に残る戦跡を
見ながら、戦争の悲惨さを次の世代に
伝えていきたいと思います。興味があ
る人は、ぜひお電話を。
問㉔2491

今も残る遺構

12

34

5

6

（P10）指宿海軍航空基地で使用する水が貯
められていた貯水槽。魚見岳の中腹にある。
コンクリート壁に木々がはびこり、70年の
時を物語る。
1休暇村沖約１㎞の海底約26mに眠る飛

行機の残骸（西元陽一さん提供）
2指宿海上ホテルの前にある摺ヶ浜平射砲

台の跡
3揖宿神社に残る機銃掃射で穴があいた

本殿の柱
4海軍の水上特攻艇「震

しんよう

洋」の模型。知覧
特攻平和会館に展示してある。
5尾掛地区に残る第106震洋のスロープ跡
6魚見岳中腹にある貯水槽

永
遠
に
継
ぐ
。

戦争の記憶 平和になった今

昭和20年４月18日生まれ。高校で社
会科の教員として山川高、枕崎高な
どで勤務。戦跡から平和を考える活
動を行っている。南十町在住。70歳。
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平
和

今
の
子
ど
も
た
ち
が
学
ぶ

原
爆
か
ら
戦
争
を
考
え
る

平
和
を
学
ぶ
子
ど
も
た
ち

５
月
18
日
、
西
指
宿
中
の
２
年

生
18
人
は
、
修
学
旅
行
で
長
崎
市

を
訪
問
し
ま
し
た
。

平
和
祈
念
像
を
訪
れ
た
生
徒
た

ち
は
、
千
羽
鶴
を
奉
納
し
、
原
爆

で
な
く
な
っ
た
人
た
ち
の
冥
福
を

祈
っ
た
あ
と
、
原
爆
資
料
館
を
訪

れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
原
爆
投

下
ま
で
の
経
緯
や
原
爆
投
下
で
時

が
止
ま
っ
た
ま
ま
の「
11
時
２
分

の
時
計
」な
ど
の
被
爆
資
料
が
展

示
し
て
あ
り
、
原
子
爆
弾
の
恐
ろ

し
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
は
館
内
を
回
っ
た
あ

と
、
語
り
部
の
三
瀬
清
一
朗
さ
ん

か
ら
原
爆
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

三
瀬
さ
ん
は
、
10
歳
の
時
、
爆

心
地
か
ら
約
３
・
６
㎞
離
れ
た
場

所
で
被
爆
。
外
傷
は
な
い
も
の
の
、

健
康
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
と
い

い
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
約
50
分
間
、

真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
三
瀬
さ
ん
を

見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
の
滞
在
時
間
は
約
２

時
間
。
限
ら
れ
た
中
で
自
分
た
ち

が
感
じ
た
こ
と
を
新
聞
に
ま
と
め

ま
す
。
６
月
８
日
に
、
修
学
旅
行

新
聞
の
発
表
会
が
行
わ
れ
、
生
徒

た
ち
が
感
じ
た「
長
崎
」を
、
思
い

思
い
に
発
表
し
ま
し
た
。

原爆死没者などの
冥福と恒久平和を願う

指宿市内の遺族会 花瀬望比公園

　原爆死没者や戦没者の冥福と世界恒久平和の実現
を祈るため、サイレンを鳴らします。１分間の黙と
うをお願いします。

▶黙とうの日時
 広島平和記念日　８月６日㊍８時15分
 長崎原爆の日　　８月９日㊐11時２分
 終戦の日　　　　８月15日㊏12時
問総務課総務係内111

長崎原爆の日　　８月９日㊐11時２分
終戦の日　　　　８月15日㊏12時

111

酒匂 雄斗 さん
（麓上）

諸留 佑奈 さん
（永吉）

INTERVIEWINTERVIEW

田良浜の海岸に残る水上機の残骸

西指宿中２年生の皆さん。後ろには生徒たちが作った新聞が並ぶ。

　私のうちは４人家族で、弟がいます。もし、
原爆が落ちてきて同じような状況になった
ら、家族より自分の命を優先していると思う
し、弟を助けたいと思っても今の私は声を掛
けるくらいしかできないと思います。家族がい
なくなることを考えたことがなかったので、家
族の大切さを知ることができました。

　当時の人たちは、今では想像できないよう
な環境で生活していたことにとても驚きまし
た。今は、お金があれば物を買うことができま
すが、当時は物がなかったと思うととても悲
惨だと思います。小学校の時も平和のことを
学びましたが、その時よりも深く学べました。
今の世の中が平和でよかったと思います。

　太平洋戦争で最も激戦地だっ
た比島（フィリピン諸島）方面
の戦死者47万６千有余人の尊
い英霊を鎮め祭っている。昭和
43年４月20日に序幕式が行わ
れ、毎年３月27日に県内外の
遺族関係者が参列して慰霊行事
が行われている。

　市内には、各地域に遺族会があります。
毎年、追悼式などを行っていますが、遺
族の高齢化で会員の減少が共通の課題に
なっています。
問指宿遺族会（会長 詫摩）☎㉕3791
　山川遺族会（会長 藤坂）☎㉟2484
　開聞遺族会（会長 冨永）☎㉜2406　

取
材
を
終
え
て

 

今
の
人
た
ち
に
戦
争
の
時
の

話
を
し
て
も
分
か
ら
な
い

と
思
う
し
、
分
か
っ
て
も
ら
え
な

い
―
―
―
」
今
回
の
取
材
で
聞
こ

え
て
き
た
生
の
声
で
し
た
。
私
た

ち
は
普
段
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

テ
レ
ビ
で
紛
争
や
テ
ロ
な
ど
の
ニ

ュ
ー
ス
を
見
る
こ
と
は
あ
り
ま
す

が
、
日
常
で
戦
争
の
話
を
す
る
こ

と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

だ
け
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
る

「
今
」
が
、
平
和
で
あ
る
証
し
だ

と
思
い
ま
す
。

　

戦
争
を
知
ら
な
い
私
た
ち
。
70

年
前
の
教
育
や
ま
ち
の
様
子
を
知

る
人
た
ち
も
、
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
戦
後
70
年
が
経
つ
今
年
、

私
た
ち
の
身
近
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
心
の
声
に
耳
を

傾
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
今
回
、
多

く
の
人
に
取
材
を
行
い
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
語
ら
れ
て
い
な
い
戦
争

の
記
憶
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
生
き
て
い
る
「
今
」

は
、
先
人
た
ち
の
犠
牲
の
上
に
成

り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
決
し
て
忘

れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
平
和
に
な

っ
た
今
、
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
後

世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
、
私
た

ち
に
で
き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

戦争の記憶 平和になった今
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菜
の
花
団
地

宅
地
分
譲
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

〔
先
着
順
〕▼

申
込
方
法
／
市
土
地
開
発
公
社

に
申
込
用
紙
を
提
出

▼
申
込
書
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
申
込
締
切
日
／
９
月
30
日
㊌

▼
そ
の
他
／
施
工
業
者
は
こ
ち
ら

が
指
定
す
る
業
者
か
ら
選
ん
で

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
土
地
だ
け

の
購
入
の
人
も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

申
問
市
土
地
開
発
公
社（
財
政
課

内
）内
１
４
９

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

回
答
で
き
ま
す

今
回
の
調
査
か
ら
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
回
答

で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
を
導
入

し
ま
す
。
仕
事
で
帰
宅
す
る
時
間

が
遅
い
人
や
日
中
不
在
が
ち
な
世

帯
な
ど
、
ぜ
ひ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
答
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
さ
れ

な
か
っ
た
世
帯
に
は
、
後
日
、

紙
の
調
査
票
を
お
配
り
し
ま
す
。

国
勢
調
査
と
は

 
 

国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で

い
る
全
て
の
人
お
よ
び
世
帯
が

対
象
で
す
。

 
  

調
査
結
果
は
社
会
福
祉
、
雇
用

政
策
、
防
災
対
策
な
ど
、
私
た

ち
の
暮
ら
し
の
た
め
に
役
立
て

ら
れ
ま
す
。

※ 

調
査
員
は
必
ず
調
査
員
証
を
身

に
付
け
て
い
ま
す
。
か
た
り
調

査
に
は
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
国
勢
調
査
指
宿
市
実
施
本
部

（
山
川
文
化
ホ
ー
ル
内
）

☎
34
１
１
３
４

まちのお知らせ ピックアップ
I B U S U K I

まちのお知らせ ピックアップ
I B U S U K I

▼
納
付
で
き
る
税
金
な
ど
／
市
県

民
税（
普
通
徴
収
分
）、
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動

車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介

護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
、
保
育
料
、
温
泉
使
用

料
、
市
営
住
宅
使
用
料
、
道
路

占
用
料
、
指
宿
市
奨
学
資
金
、

指
宿
市
大
重
・
岩
崎
奨
学
資
金
、

上
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料

▼
取
扱
店
舗
／
エ
ブ
リ
ワ
ン
、
セ

ブ
ン

－

イ
レ
ブ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
マ
ー
ト
、
ロ
ー
ソ
ン
、
九
州

各
県（
沖
縄
県
を
除
く
）の
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
お
よ
び
郵
便
局
な
ど

（
納
付
書
の
裏
面
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
）

納
付
書
の
様
式
が

変
わ
り
ま
す

　

納
付
書
が
一
枚
ご
と
（
つ
づ
ら

れ
て
い
な
い
状
態
）
の
単
票
に
な

り
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
注
意

 

「
税
・
手
数
料
の
種
類
」「
期
別
」

「
納
期
限
」
を
確
認
し
て
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

 
 

領
収
印
が
押
印
さ
れ
た
領
収
証

書
と
レ
シ
ー
ト
は
、
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

コ
ン
ビ
ニ
納
付
が

で
き
な
い
納
付
書

 
  

納
付
書
一
枚
あ
た
り
の
金
額
が

30
万
円
を
超
え
る
も
の

 
  

バ
ー
コ
ー
ド
が
な
い
も
の
や
汚

れ
や
破
損
な
ど
に
よ
り
バ
ー
コ

ー
ド
が
読
み
取
れ
な
い
納
付
書

 
  

使
用
期
限
を
過
ぎ
て
い
る
納
付

書　

 
 

金
額
を
訂
正
し
た
納
付
書

問 

☎
㉒
２
１
１
１

　

 

市
税
な
ど
に
関
す
る
こ
と
税

務
課
収
納
対
策
室
納
税
係
内

２
３
１

水
道
料
に
関
す
る
こ
と
水
道
課

業
務
係
内
３
８
３

９
月
上
旬
か
ら
、「
国
勢
調
査
員
証
」を
身
に
付
け
た
調
査
員
が

世
帯
を
訪
問
し
ま
す
。
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※価格は、「土地+建物
基本プラン」の場合
で、外構工事費や地
盤補強工事費などは
含みません。

※建物は買主の予算に
応じてフリープラン
も可能です。

８
月
10
日
以
降
に
発
行
し
た
新
し
い
納
付
書
で
、
税
金
や
使

用
料
を
コ
ン
ビ
ニ
、
郵
便
局
で
も
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、金
融
機
関
で
も
こ
れ
ま
で
ど
お
り
使
用
で
き
ま
す
。

　

市
の
財
政
健
全
化
を
図
り
な
が

ら
よ
り
充
実
し
た
学
校
給
食
を
提

供
す
る
た
め
、
２
学
期
か
ら
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
一
部
業
務
を
民

間
委
託
し
た
給
食
が
始
ま
り
ま
す
。

委
託
す
る
の
は
、
調
理
作
業
、
配

食
、
回
収
、
洗
浄
な
ど
で
す
。
献

立
の
作
成
や
食
材
の
購
入
な
ど
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
市
が
行
い
ま
す
。

※ 

給
食
費
は
、
食
材
の
価
格
高
騰

な
ど
で
変
動
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
委
託
に
よ
っ
て
変
動

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問 

指
宿
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
㉗
１
５
３
０

１. 献立の作成
　　　↓
２. 食材料の購入
　　　↓
３. 食材料の検収
　　　↓
４. 調理作業
　　　↓
５. 検食
　　　↓
６. 配食・運搬
　　　↓
７. 給食時間、給食指導
　　　↓
８. 回収運搬、洗浄・清掃

学校給食の流れ 学
校
給
食
調
理・配
送
業
務
を

民
間
委
託
し
ま
す

▶物件所在／鹿児島県指宿市東方地内　▶交通／JR二月田駅から東へ2.1㎞　
徒歩26分　▶用途地域／第一種中高層住居専用地域　▶建ぺい率／60％　
▶容積率／200％　▶取引態様／売主につき仲介手数料不要　▶道路／幅
員６mアスファルト舗装、私道負担無し　▶設備　上水道／公営水道、下
水道／公共下水道、温泉市営温泉、電気／九州電力、ガス／個別プロパン　
▶施設など／魚見小1.4㎞徒歩18分、北指宿中2.7㎞徒歩34分、市役所1.6㎞徒
歩20分、プラッセだいわ１㎞徒歩13分　▶その他／電柱や支線が立ってい
る区画がありますが、原則移設はできません。地盤補強工事を実施した場
合は、土地売買代金の３％の額を公社が助成します。契約や登記などにか
かる費用は買主負担です。

現地

指宿脳神経
外科

指宿警察署
ハロー
ワーク
指宿

プラッセ だいわ

ふれあい
プラザ
なのはな館指宿市役所

平屋建てのみの区画

２階建住宅が可能な区画

107 108

103

109 済

済済

済

済

済
済 済

済
済

済済

204
203

207

202 201公園 緑地

指宿脳神経
外科

指宿脳神経
外科

いわもと耳鼻咽喉科
クリニック

いわもと耳鼻咽喉科
クリニック

304 301305

至なのはな館

至プラッセ だいわ

北
町
通
線

土地面積
279.51㎡
（84.55坪）

土地面積
325.26㎡
（98.39坪） 1,750万円（消費税込み）

1,660万円（消費税込み）

2階建て２LDK区画304番
土地面積　299.31㎡（90.54坪）
建築面積　41.40㎡
延床面積　79.49㎡（24.09坪）

1,698万円（消費税込み）区画番号
203番

区画番号
202番

建築面積 79.42㎡　床面積 77.61㎡（23.43坪）

平屋建2LDK

休
日
・
夜
間
も
対
応

コ
ン
ビ
ニ・ゆ
う
ち
ょ
納
付
が

始
ま
り
ま
す

コ
ン
ビ
ニ・ゆ
う
ち
ょ
納
付
が

コ
ン
ビ
ニ・ゆ
う
ち
ょ
納
付
が

基
準
日
は
10
月
１
日
  　

国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す

☎
㉗
１
５
３
０

６. 配食・運搬

７. 給食時間、給食指導７. 給食時間、給食指導

部分が委託部分
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「
鹿
児
島
県
地
理
唱
歌
」は
、
１
９
０
１
年（
明
治
34
年
）鹿
児
島
師
範
教
官
の
青あ

お

木き

文ぶ
ん
ぞ
う造

が
作
詞
、
佐さ

藤と
う

茂も

助す
け

が
作
曲
し
た
小
学
生
用
の
唱
歌
で
す
。
歌
は
99
番
ま
で
あ
り
、
歌
詞
の
構
成
は
、
鹿
児
島
市
を

出
発
し
、
薩
摩
半
島
を
ぐ
る
っ
と
一
周
す
る
旅
の
歌
で
す
。
歌
詞
に
は
、
各
地
の
名
所
や
物
産
、
歴
史

上
の
人
物
、
神
話
な
ど
が
織
り
込
ま
れ
て
お
り
、
郷
土
の
地
理
や
歴
史
の
教
科
書
も
兼
ね
て
い
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

唱
歌
に
描
か
れ
た
明
治
の
指
宿

　

指
宿
に
関
す
る
歌
詞
か
ら
は
、
明
治
時
代
の
指
宿
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

指
宿
で
の
旅
は
、
ま
ず
枚
聞
神
社
に
詣
で
、
花
瀬
へ
と
回
り
ま
す
。
次
に
脇
浦
か
ら
開
聞
岳
へ
登
り
、

頂
上
で
は「
登
り
つ
む
れ
ば
あ
な
嬉
し　
わ
が
こ
し
方
も
行
く
先
も　
手
に
取
る
計
り
見
は
る
か
し　
雲
間
は

い
づ
こ
琉
球
か
」と
景
色
を
堪
能
。
川
尻
に
下
り
、
次
は「
港
山
川
は　
鹿
児
島
湾
の
咽の
ど

と
な
り　
古
来
名
高

き
要
港
ぞ
」と
、
歴
史
あ
る
山
川
港
へ
。
続
い
て
は
、
鰻
池
の「
出
湯
の
沸
騰
は　
地
盤
を
溶
か
す
響
き
」、「
弥

次
ヶ
湯
砂
蒸
と　
出
湯
の
数
は
い
と
多
し
」と
、
温
泉
三
昧
で

す
。
最
後
に
今
和
泉
を
通
り
、
池
田
湖
か
ら
開
聞
岳
を
望
ん
で
、

次
の
目
的
地
で
あ
る
喜
入
へ
向
か
い
ま
す
。
ま
た
、「
此
処
は
煙

草
の
名
所
に
て（
中
略
）さ
て
幸
多
き
と
こ
ろ
か
な
」と
、
煙
草
が

特
産
品
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
明
治
の
指
宿
を
今
に

伝
え
る「
鹿
児
島
県
地
理
唱
歌
」も
、「
指
宿
ま
る
ご
と
博
物
館
」

の
宝
物
の
一
つ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

「
鹿
児
島
県
地
理
唱
歌
」の
再
現

　

市
で
は
、「
鹿
児
島
県
地
理
唱
歌
」の
指
宿
を
歌
っ
た
部
分
を

再
現
し
、
映
像
化
す
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。
協
力
し

て
い
た
だ
い
た
の
は
、
池
田
小
学
校
５
・
６
年
生
、
山
川
中

学
校
２
年
生
、
コ
ー
ル
か
い
も
ん
の
皆
さ
ん
で
す
。
映
像
は
、

時
遊
館
C
O
C
C
O
は
し
む
れ
で
８
月
23
日
㊐
ま
で
開
催
中

の
ミ
ニ
企
画
展「
大お

お
た
け武
進す

す
む

コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

鹿
児
島
県
の
出
版

文
化
史
展
―
幕
末
・
明
治
の
教
科
書
を
中
心
と
し
て
―
」の
中

で
上
映
し
て
い
ま
す
。
明
治
時
代
の
小
学
生
も
歌
っ
た
指
宿

を
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
文
化
係　

☎
㉓
５
１
０
０

「
鹿
児
島
県
地
理
唱
歌
」

明
治
時
代
の
小
学
生
が
歌
っ
た

いぶすきまるごと博物館 vol.111

山川伏目の
湯けむり散策

《観光シリーズ》光を観せて、魅せられて VOL.50

　また、崖下では干潮時に砂浜から100度近い湯けむ
りが上がる風景を見られます。近くには、「たまて箱温
泉」や「山川砂むし温泉」もあり、西側に開聞岳、南側
には錦江湾が広がります。遊歩道やあずま屋、展望デ
ッキがあり、天気のいい日には竹島や屋久島も眺める
ことができます。家族や親戚、友人を誘って散策をし
てみませんか。
問観光課観光管理係　☎㉒2111内322

　指宿は昔、「湯豊宿」といわれていたほど温泉の湧
出が豊富です。全国的に有名な「砂むし温泉」の他、島
津藩主が訪れた「殿様湯」、幕末の偉人西郷隆盛が滞
在した「鰻温泉」があります。これらの温泉は、今も地
域の人たちの疲れを癒やしています。また市内では、各
家庭に温泉が引かれている地域もあります。
　市内には、千本を越える温泉源がありますが、蒸気
を上げている泉源は少ないようです。その中で昭和18
年ごろに建設された山川伏目の製塩工場跡地では、今
でも盛んに噴出しています。ここでは125度の蒸気で
水分を蒸発させて、塩を作っていました。
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報
恩

謝
徳

江
戸
時
代
の
俳
人
、
加か
が
の賀
千ち

代よ

女じ
ょ

の
一
句
で
す
。
夏
の
朝
の
情
景

が
見
事
に
映
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

井
戸
の
水
を
く
も
う
と
す
る
と
、

つ
る
べ
お
け
を
伝
っ
て
ア
サ
ガ
オ

の
つ
る
が
伸
び
て
い
る
、
そ
ん
な

時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
幼
い
頃
、

母
や
姉
が
早
朝
、
近
く
の
井
戸
に

水
く
み
に
行
っ
て
い
た
頃
を
懐
か

し
く
思
い
出
し
て
い
ま
す
。
当
時
、

そ
の
水
を
仏
壇
に
供
え
る
の
が
私

の
朝
の
仕
事
で
し
た
。

江
戸
時
代
、
ア
サ
ガ
オ
は
人
々

に
人
気
の
あ
る
花
で
、
特
に
珍
し

い
色
や
形
、
葉
が
好
ま
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。
命
短
い
花
の
中
に
、

ア
サ
ガ
オ
は
短
命
ゆ
え
に
愛
さ
れ

て
き
た
花
で
も
あ
り
ま
す
。
一
朝

に
生
ま
れ
一
夕
に
し
お
れ
る
ア
サ

ガ
オ
の
、
は
か
な
く
も
み
ず
み
ず

し
い
命
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を

重
ね
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

さ
て
、
夏
休
み
の
自
由
研
究
と

し
て
ア
サ
ガ
オ
の
観
察
日
記
を
つ

け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
垣
根
を

伝
う
朝
顔
の
上
へ
上
へ
と
つ
る
を

伸
ば
す
成
長
の
足
跡
に
、
遠
い
夏

の
記
憶
が
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。

朝
顔
の
種
は
中
国
で
古
く
か
ら
下

剤
と
し
て
用
い
ら
れ
、
わ
が
国
に

も
薬
草
と
し
て
平
安
時
代
に
や
っ

て
き
ま
し
た
。
種
は
今
で
も
漢
方

薬
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

毎
朝
咲
く
、
中
で
も
青
紫
の
花
は

立
秋
を
す
ぎ
て
も
咲
き
誇
り
、
な

お
一
服
の
清
涼
剤
と
な
っ
て
い
ま

す
。家

周
り
の
フ
ェ
ン
ス
一
面
に
ア

サ
ガ
オ
を
か
ら
ま
せ
た
お
宅
が
あ

り
ま
す
。
長
く
巻
き
付
い
た
つ
る

植
物
が
つ
く
り
出
す
緑
と
青
紫
の

点
描
は
、
心
和
む
涼
し
げ
な
空
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
サ
ガ
オ
を
は
じ
め
、
つ
る
植

物
を
使
っ
て
涼
を
呼
ぶ「
緑
の
カ

ー
テ
ン
」が
広
が
り
を
見
せ
て
い

ま
す
。
冷
房
費
節
減
に
庁
舎
を
ゴ

ー
ヤ
ー
で
覆
っ
た
事
業
所
や
校
舎

２
階
ま
で
張
っ
た
ネ
ッ
ト
に
大
き

な
葉
が
茂
る
ヘ
チ
マ
が
か
ら
ま
っ

た
学
校
も
あ
り
ま
す
。

あ
る
大
学
の
先
生
が
小
学
校
で

実
施
し
た
調
査
に
よ
る
と
、
緑
の

カ
ー
テ
ン
の
有
無
で
、
閉
め
切
っ

た
教
室
内
の
温
度
差
は
最
大
４
度
。

体
感
温
度
の
差
は
最
大
６
度
に
も

な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

日
差
し
や
熱
を
遮
る
ば
か
り
で

は
な
く
、
我
々
が
汗
を
か
く
の
と

同
じ
働
き
も
す
る
そ
う
で
す
。
根

か
ら
吸
い
上
げ
た
水
分
が
葉
か
ら

蒸
発
す
る
際
に
周
り
の
熱
を
奪
う

蒸
散
作
用
が
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
し

た「
緑
の
滝
」で
あ
る
と
の
こ
と
で

す
。
エ
ア
コ
ン
の
使
用
が
抑
え
ら

れ
れ
ば
立
派
な
省
エ
ネ
・
節
約
策

と
な
り
ま
す
。
植
物
を
育
て
る
こ

と
は
温
暖
化
を
促
す
二
酸
化
炭
素

を
減
ら
す
お
手
伝
い
に
も
な
り
ま

す
。夏

休
み
、
ア
サ
ガ
オ
と
ラ
ジ
オ

体
操
は
懐
か
し
い
情
景
の
一
つ
で

す
。
８
月
、
親
子
連
れ
の
旅
姿
を

よ
く
見
か
け
ま
す
。
よ
ち
よ
ち
歩

き
の
可
愛
さ
も
面
白
さ
も
、
そ
れ

が
わ
が
子
で
あ
れ
ば
、
な
お
さ
ら

の
こ
と
で
す
。
世
の
親
心
の
多
く

は
こ
れ
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
一

方
で
児
童
虐
待
の
ニ
ュ
ー
ス
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
子
ど
も
に
と
っ

て
、
事
故
の
な
い
楽
し
い
夏
休
み

で
あ
っ
て
欲
し
い
と
ア
サ
ガ
オ
を

眺
め
な
が
ら
願
う
の
は
私
ば
か
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

朝
顔
に

　
つ
る
べ
取
ら
れ
て

　
　
　

も
ら
ひ
水

指宿市長

豊留 悦男

人口減少時代における
「小さな拠点」

シリーズ共生・協働

　人口急減・超高齢化という日本が直面する大きな課題
に対し、国はその具体的施策として「小さな拠点」づく
りを示しています。
「小さな拠点」づくりとは
　買い物や医療・福祉など複数の生活サービスを歩いて
動ける範囲に集め、一度に用事を済ませられる生活拠点を
つくり、周辺地域とのネットワークを持たせることで、地
域の生活サービスを維持していこうという取り組みです。
「よろずや」のはたらき
　小さな拠点の一機能として、日々の暮らしに必要最低
限の買い物ができる場「よろずや」があります。商業機
能だけでなく人が集まるコミュニティでもあり、地域で

運営されるコミュニティビジネスの場でもあります。人
口減少時代において私たちの生活サービスを支える有効
な一手として注目されています。
問市民協働課パートナーシップ推進係　☎㉒2111内２１１

出典：総務省 HP より「みんなの店の簡易郵便局」
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国
勢
調
査
の
臨
時
職
員

　

９
月
か
ら
11
月
の
３
カ
月
間
、

調
査
票
の
整
理
な
ど
を
行
う
臨
時

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
勤
務
場
所
／
山
川
文
化
ホ
ー
ル
、

指
宿
庁
舎

▼
勤
務
時
間
／
９
時
〜
15
時
30
分

※
賃
金
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
国
勢
調
査
指
宿
市
実
施
本
部

　

☎
34
１
１
３
４

募
集

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　

本
市
と
姉
妹
都
市
の
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
ロ
ッ
ク
ハ
ン
プ
ト
ン
市

で
日
本
語
を
学
ぶ
学
生
が
、
12
月

に
指
宿
を
訪
れ
ま
す
。
滞
在
期
間

中
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ

る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し

ま
す
。

▼
期
間

①
12
月
８
日
㊋
〜
14
日
㊊
６
泊
７

日
②
12
月
14
日
㊊
〜
１
月
11
日
㊊
約

４
週
間
（
１
週
間
単
位
か
ら
の

受
入
可
）

▼
対
象

①
市
内
の
中
学
校
か
高
校
に
通
学

す
る
生
徒
が
い
る
家
庭
を
優
先

②
国
際
交
流
に
関
心
が
あ
り
受
入

可
能
な
家
庭

▼
申
込
方
法
／
電
話

▼
申
込
締
切
日
／
９
月
４
日
㊎

▼
そ
の
他

 

①
②
両
方
の
申
込
可
。

 

申
込
後
、
申
込
書
を
郵
送
し
ま

す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

受
入
家
庭
に
は
１
週
間
に
つ
き

１
万
円
の
諸
経
費
を
支
払
い
ま

す
。

 

10
月
に
受
け
入
れ
に
係
る
説
明

会
、
11
月
に
基
礎
英
会
話
講
座

を
行
い
ま
す
。

申     

問
市
長
公
室
企
画
調
整
係

　
内
１
２
８

国
保
加
入
者
対
象

水
中
運
動
教
室

　

プ
ー
ル
を
使
用
し
た
健
康
づ
く

り
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
肥
満
や

高
脂
血
症
な
ど
を
解
消
し
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
予
防

し
ま
し
ょ
う
。

▼
期
日
／
９
月
２
日
、
９
日
、
16

日
、
30
日
、
10
月
７
日
、
14
日
、

21
日
、
28
日
（
全
日
㊌
）

▼
時
間
／
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▼
場
所
／
ケ
イ
ユ
ウ
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
温
水
プ
ー
ル
（
大
牟
礼
三

丁
目
24
番
19
号
☎
㉓
３
０
０
０
）

▼
対
象
／
20
〜
74
歳
の
国
民
健
康

保
険
加
入
者
（
学
生
は
除
く
）

で
、
水
中
運
動
に
関
心
の
あ
る

人
や
医
師
か
ら
勧
め
ら
れ
て
い

る
人

▼
内
容
／
ア
ク
ア
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、

ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
（
低
強
度
）
を
組
み
合
わ

せ
た
水
中
運
動
、
血
圧
測
定
、

健
康
チ
ェ
ッ
ク　

な
ど

▼
参
加
料
／
無
料
（
別
途
プ
ー
ル

使
用
料
１
回
５
０
０
円
）

▼
申
込
方
法
／
電
話
か
直
接

▼
申
込
締
切
日
／
８
月
21
日
㊎

申     

問
健
康
増
進
課
健
康
保
険
係

　
内
２
８
５

指
宿
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
行
動
計
画（
案
）に
関
す
る

市
民
の
意
見
募
集
　　

　

市
で
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
９
月
に
「
指
宿
市
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計

画
」
を
策
定
し
ま
す
。
策
定
に
当

た
り
、
市
民
か
ら
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

▼
公
表
・
閲
覧
の
場
所
／
健
康
増

進
課
、
指
宿
保
健
セ
ン
タ
ー
、

山 

開 

市
民
福
祉
課
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ

▼
公
表
・
意
見
な
ど
の
募
集
期
間

　

８
月
１
日
㊏
〜
31
日
㊊
必
着

▼
提
出
方
法
／
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
、
公
表
場
所
へ
持
参

▼
申
込
書
／
公
表
場
所
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

※
電
話
で
の
受
け
付
け
は
行
い
ま

せ
ん
。

▼
意
見
な
ど
の
取
り
扱
い
／
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
意
見
な
ど
は
、

「
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

制
度
実
施
要
綱
」
に
基
づ
い
て

取
り
扱
い
、
策
定
の
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
に
対

す
る
回
答
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
ま
す
。

問
健
康
増
進
課
地
域
保
健
係

　
内
２
９
０
Ｆ
㉗
１
２
０
０

　

*shimin-kenko@city.ibusuki.lg.jp

ス
ポ
ー
ツ
活
動

優
秀
選
手
の
募
集

ス
ポ
ー
ツ
活
動
優
秀
選
手

▼
申
込
資
格
／
本
市
居
住
か
本
市

出
身
の
中
学
生
以
上
で
、
次
の

成
績
を
収
め
た
人
お
よ
び
団
体

 

国
際
大
会
に
出
場

 

国
民
体
育
大
会
・
全
国
高
校
総

体
・
全
国
中
学
校
体
育
大
会
で

６
位
以
内
に
入
賞

 

九
州
国
体
・
全
九
州
高
校
体
育

大
会
・
九
州
中
学
校
体
育
大
会

で
３
位
以
内
に
入
賞

 

県
民
体
育
大
会・県
高
校
総
体・

県
中
学
校
総
体
で
優
勝

 

そ
の
他
、
前
述
の
大
会
に
準
ず

る
大
会
で
入
賞
（
全
国
大
会
３

位
以
内
、
九
州
大
会
２
位
以
内
、

県
大
会
優
勝
）

▼
申
込
方
法
／
本
人
か
第
三
者
が

推
薦
書
を
提
出

▼
推
薦
書
／
指
宿
総
合
体
育
館
、

開
聞
総
合
体
育
館

社
会
体
育
功
労
者
・
団
体

　

市
体
育
協
会
加
盟
団
体
に
推
薦

書
を
送
付
し
ま
す
。

▼
応
募
締
切
日
／
８
月
14
日
㊎

申     

問
〒
８
９
１-

０
４
０
４

　

指
宿
市
東
方
１
２
０
０
０

　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
☎
㉗
０
２
０
３

っトク!!
情報掲示板

より楽しく・より暮らしや すく

市役所各庁舎のご案内
指宿市役所指指宿庁舎　☎０９９３︲２２︲２１１１
　　　　　山山川庁舎　☎０９９３︲３４︲１１１１
　　　　　開開聞庁舎　☎０９９３︲３２︲３１１１

◇指宿市役所の住所　〒891-0497　指宿市十町２４２４番地
◇指宿市ホームページ　http://www.city.ibusuki.lg.jp

健 幸
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

スマートフォン用アドレス https://www.ibusuki-lib.jp/WebOpac/mobile/index.do

スマートフォンサイト

スマートフォンから、図書館の資
料の検索や予約をしたり、貸出・予
約状況を見ることができます。

休館日

えほんのひろば（指宿図書館） ……………… 10：30～ 11：15
演じ手：つちはしこども学園の先生方

七夕かざり作り・かざりつけ（山川図書館） 10：30～ 11：30

七夕かざりつけ（指宿図書館） ……………… 11：00～ 11：30

ふれあい映画会（山川図書館） ……………… 14：00～ 15：30

おはなしのとびら（指宿図書館） …………… 10：30～ 11：15
演じ手：おはなし風の会の皆さん

子ども映画会（指宿図書館） ………………… 14：00～ 14：45

よるのおはなし会・星空観察会（指宿図書館）  19：30～ 21：00
演じ手：図書館職員　講師：鎌田洋昭 氏

ボランティアおはなし会 (山川図書館） ……… 14：00～ 14：30
演じ手：山川「おはなしぶらんこの会」の皆さん

火曜

5日

16日

21日

6日

8日

22日

16日

８月の図書館カレンダー

若
冲
百
図
　
生
誕
三
百
年
記
念

【
内
容
】
異
様
な
美
し
さ
で
増
幅
す
る

細
密
表
現
と
、
純
真
さ
と
ユ
ー
モ
ア
に

満
ち
た
自
由
な
線
。
奇
想
の
画
家
・
若

冲
の
画
業
の
中
か
ら
、
美
の
精
髄
に
ふ

れ
る
百
図
を
選
び
、
多
彩
な
画
業
を
迫

力
あ
る
サ
イ
ズ
で
一
望
で
き
ま
す
。

は
ー
は
の
は
み
が
き

【
内
容
】
は
る
く
ん
が
り
ん
ご
を
食
べ

よ
う
と
す
る
と
下
の
歯
が
抜
け
て
し
ま

い
ま
す
。
窓
辺
に
飾
っ
て
お
き
ま
す
が
、

夜
に
な
る
と
窓
が
開
い
て
コ
ッ
プ
電
車

に
乗
っ
た
歯
ブ
ラ
シ
運
転
手
さ
ん
が

や
っ
て
き
ま
す
。
は
み
が
き
が
楽
し
く

な
る
絵
本
で
す
。

本のひろば
指宿図書館 ☎㉓2827
山川図書館 ☎353300
ホームページ　http://www.minc.ne.jp/ibusukilib/　

《
図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
》

よ
る
の
お
は
な
し
会
・

星
空
観
察
会
を
開
催

▼
日
時
／
８
月
₂₁
日
㊎

　
₁₉
時
₃₀
分
〜
₂₁
時

▼ 

場
所
／
指
宿
図
書
館

▼
参
加
費
／
無
料

▼
事
前
の
申
し
込
み
／
不
要

※ 

夜
間
の
た
め
、
保
護
者
同
伴

で
参
加
く
だ
さ
い
。

今
月
の
テ
ー
マ
展
示

　
　
　
　
（
指
宿
図
書
館
）

　
８
月
₂₀
日
ま
で
の
文
芸
い
ぶ

す
き
の
原
稿
募
集
に
合
わ
せ
て
、

今月のおすすめ

クックパッドダイエットレシピ
クックパッド株式会社・

徳久尚子（監修）
アスコム

一般図書（山川図書館）

はーはのはみがき
こやまこいこ（作・絵）

教育画劇

児童図書（山川図書館）

若冲百図　生誕三百年記念
小林忠（監修）
平凡社

一般図書（指宿図書館）

ちびっこやゆよ
宮下すずか（作）　市居みか（絵）

くもん出版

児童図書（指宿図書館）

PICK UPPICK UP

短
歌
、
俳
句
、
川
柳
や
文
芸
作

品
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

PICK UP

PICK UP
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小
田
墓
地
公
苑

お
盆
の
交
通
規
制

　

小
田
墓
地
公
苑
で
は
、
お
盆
の

混
雑
を
避
け
る
た
め
、
交
通
規
制

を
行
い
ま
す
。
案
内
看
板
の
指
示

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
臨

時
駐
車
場
も
あ
り
ま
す
の
で
、
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
公
苑
内
や
臨
時
駐
車
場

内
で
の
事
故
な
ど
に
つ
い
て
、
市

で
は
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

▼ 

規
制
期
間
／
８
月
13
日
㊍
〜
15

日
㊏

使
用
者
の
変
更
手
続
き

　

小
田
墓
地
公
苑
を
使
用
し
て
い

る
人
で
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
変

更
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

墓
地
を
使
用
し
て
い
る
人
が
亡

く
な
っ
た
と
き

 

墓
地
を
他
の
親
族
に
譲
る
と
き

 

墓
を
建
て
直
す
と
き

 

墓
が
不
要
に
な
っ
た
と
き

 

遺
骨
を
納
骨
堂
な
ど
に
移
す
と
き

※ 

小
田
墓
地
公
苑
以
外
の
墓
地
や

納
骨
堂
を
使
用
し
て
い
る
人
も
、

遺
骨
を
移
す
と
き
は
手
続
き
が

必
要
で
す
。

問
環
境
政
策
課
生
活
衛
生
係

　
内
２
４
５

父
子
家
庭
の
父
、

母
子
家
庭
の
母

各
種
資
格
取
得
の
支
援

　

父
子
家
庭
の
父
、
母
子
家
庭
の

母
の
資
格
取
得
な
ど
に
対
し
、
給

付
金
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
過
去
に
給
付
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
人
は
原
則
、
受
給
で
き

ま
せ
ん
。

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
事
業

　

看
護
師
、
介
護
福
祉
士
な
ど
の

資
格
を
取
得
す
る
た
め
に
養
成
機

関
で
２
年
以
上
学
ぶ
人
に
対
し
、

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。
事
前
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
支
給
要
件

 

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
か
、
同
様
の
所
得
水
準

に
あ
る
こ
と

 

仕
事
・
育
児
と
修
業
の
両
立
が

困
難
で
あ
る
こ
と

 

養
成
機
関
で
２
年
以
上
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
修
業
し
、
対
象
資

格
の
取
得
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

※
通
信
教
育
は
対
象
外
。

▼
対
象
資
格
／
看
護
師
、
保
育
士
、

作
業
療
法
士
、
介
護
福
祉
士
、

理
学
療
法
士
な
ど

▼
支
給
額
（
月
額
）

・
非
課
税
世
帯　

10
万
円

・
課
税
世
帯　
　

７
万
５
０
０
円

▼
支
給
期
間
／
毎
月（
上
限
２
年
）

▼
申
請
時
期
／
養
成
機
関
で
学
び

始
め
た
日
以
降

▼ 

申
請
に
必
要
な
も
の
／
印
鑑
、

申
請
者
名
義
の
通
帳
、
戸
籍
謄

本
、
児
童
扶
養
手
当
証
書
、
養

成
機
関
の
在
籍
証
明
書
類
な
ど

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
事
業

　

父
子
家
庭
の
父
、
母
子
家
庭
の

母
が
、
雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓

練
給
付
の
指
定
教
育
訓
練
を
受
け

る
場
合
、
受
講
に
要
し
た
費
用
の

20
％
を
支
給
し
ま
す
。（
10
万
円
を

上
限
と
し
、
４
千
円
を
超
え
な
い

場
合
は
支
給
し
ま
せ
ん
）。

▼
支
給
要
件

 
  

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
か
、
同
様
の
所
得
水
準

に
あ
る
こ
と

 
 

雇
用
保
険
法
に
よ
る
教
育
訓
練

給
付
の
受
給
資
格
を
有
し
て
い

な
い
こ
と

 
 

就
業
経
験
や
技
能
な
ど
総
合
的

に
判
断
し
て
、
当
該
教
育
訓
練

が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

▼ 

申
請
時
期
／
受
講
開
始
の
１
週

間
前
ま
で

▼ 

申
請
に
必
要
な
も
の
／
印
鑑
、

戸
籍
謄
本
、
児
童
扶
養
手
当
証

書
な
ど　

申     

問 

地
域
福
祉
課
児
童
母
子
福
祉

係
内
２
７
２
山 

市
民
福
祉
課
健

康
福
祉
係
内
１
１
８
開 

市
民
福

祉
課
健
康
福
祉
係
内
１
２
３

高
齢
者
グ
ル
ー
プ
の

互
助
活
動
に
地
域
商
品
券
を

交
付
し
ま
す

　

高
齢
者
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
ポ

イ
ン
ト
を
付
け
る
事
業
を
始
め
ま

す
。
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
市
内

で
使
え
る
地
域
商
品
券
と
交
換
で

き
ま
す
。

▼
ポ
イ
ン
ト
付
与
対
象
活
動

 

高
齢
者
を
支
援
す
る
活
動
（
外

出
支
援
、
掃
除
、
調
理
、
話
し

相
手　

な
ど
）

 

地
域
活
性
化
の
活
動
（
花
壇
の

管
理
、
公
園
・
道
路
の
清
掃
、

交
通
安
全
指
導　

な
ど
）

▼
要
件

 

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

 

65
歳
以
上
が
半
数
を
占
め
る
３

人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

 

代
表
者
を
定
め
て
継
続
的
に
活

動
す
る
グ
ル
ー
プ

▼
ポ
イ
ン
ト
の
付
与

 

60
分
以
上
の
活
動
で
１
ポ
イ
ン

ト
貯
ま
り
、
１
ポ
イ
ン
ト
は

５
０
０
円
の
商
品
券
と
交
換
可

 

年
間
１
グ
ル
ー
プ
６
万
円
ま
で

交
付

▼
申
込
方
法
／
直
接

申     

問 

市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
㉒
５
５
４
３

議
会
中
継
用
モ
ニ
タ
ー
の

場
所
が
変
わ
り
ま
し
た

　

山
川
文
化
ホ
ー
ル
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
機
器
移
設
に
伴
い
、
同
ホ
ー

ル
内
に
あ
っ
た
「
議
会
中
継
用
モ

ニ
タ
ー
」
を
山
川
庁
舎
内
に
移
設

し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
第
３
回
定
例
会
（
９

月
議
会
）
か
ら
山
川
庁
舎
内
（
旧

公
金
取
扱
所
）
で
の
視
聴
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
市
議
会
事
務
局
内
５
１
１

行
政
書
士
会
の

無
料
相
談
会

　

身
近
な
相
談
ご
と
な
ど
誰
で
も

気
軽
に
相
談
で
き
ま
す
。
相
談
者

の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▼ 

期
日
／
８
月
20
日
㊍
、
９
月
17

日
㊍

▼
時
間
／
13
時
〜
16
時

▼
場
所
／
中
央
公
民
館

▼ 

相
談
内
容
／
相
続
、
遺
言
書
、

農
地
関
係
、
遺
産
分
割
協
議
書
、

車
事
故
、
車
庫
証
明
・
登
録
、

内
容
証
明
、
契
約
書　

な
ど

問
県
行
政
書
士
会
指
宿
支
部

　

☎
㉕
５
０
０
０

申申し込み先　問問い合わせ先　内内線　資資料　ＦＦＡＸ　連連絡先　届届け出先
　　健幸マイレージ対象事業健 幸

指宿市役所　指指宿庁舎　☎０９９３︲２２︲２１１１　　山山川庁舎　☎０９９３︲３４︲１１１１　　開開聞庁舎　☎０９９３︲３２︲３１１１
◇指宿市役所の住所　〒891-0497　指宿市十町２４２４番地　　◇指宿市ホームページ　http://www.city.ibusuki.lg.jp

PICK UP NEWS

市職員等の採用試験

市職員

指宿南九州消防組合職員

職　種 採用人員 試験学歴区分 受　験　資　格

一般行政職
（一般事務） 若干名

大学卒業 昭和61年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた人
短大卒業 昭和61年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた人
高校卒業 昭和61年４月２日から平成10年４月１日までに生まれた人

一般行政職
（学芸員事務） 若干名 大学卒業

昭和61年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた人で、学芸員の資格取得者または平成
28年３月までの取得見込みの人であり、かつ、日本考古学を専攻して卒業している人または卒
業見込みの人で、埋蔵文化財発掘調査および発掘調査報告書作成の経験がある人

一般行政職
（保健師事務） 若干名

大学卒業 昭和61年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた人で、保健師の資格取得者または平成
28年３月までに取得見込みの人

短大卒業 昭和61年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた人で、保健師の資格取得者または平成
28年３月までに取得見込みの人

一般行政職
（農業技術事務） 若干名 高校卒業 平成９年４月２日から平成10年４月１日までに生まれた人で、農業技術の専門課程を平成28年

３月までに履修見込みの人

一般行政職
︵建築技術事務︶ 若干名 社会人経験

昭和45年４月２日以降に生まれた人で、１級または２級建築士の資格を有し、官公庁または民間
企業（公的団体含む）における建築に関する職務経験（アルバイト、パートタイムを除く）が平成
27年７月末現在で通算して10年以上ある人

職　種 採用人員 試験学歴区分 受　験　資　格

消防士
（消防職） 若干名

大学卒業 平成３年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた人
短大卒業 平成３年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた人
高校卒業 平成３年４月２日から平成10年４月１日までに生まれた人

消防士
（救急救命士） 若干名

大学卒業 平成３年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた人で、救急救命士の資格取得者または
平成28年３月までに取得見込みの人

短大卒業 平成３年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた人で、救急救命士の資格取得者または
平成28年３月までに取得見込みの人

　指宿の未来を描き、熱い情熱を持ちながらまちづくりに
挑戦しつづける職員を募集します。
第１次試験
▶期日／９月20日㊐ 
▶場所／市役所指宿庁舎、３階大会議室
※受験者多数の場合、会場を変更する場合があります。
▶受付期間／８月３日㊊～17日㊊（土、日を除く）
▶申込方法／直接持参か郵送

▶受験申込書／直接、ホームページ、郵便請求（封
筒の表に「受験申込書請求」と朱書きし、120円
切手を貼った宛先明記の返信用封筒（角形２号）
を同封）
第２次試験
▶期日／10月25日㊐（予定）
※詳しくは、試験案内を確認してください。
資 申 問総務課人事係 内115

※受験申し込みは、１職種に限り、受験申込提出後の職種変更は認めません。
※最終学歴（卒業見込みを含む）以外での受験はできません（例：大学卒業者や大学在学中の人は、短大卒業区および高校卒業区分での受験は
　できません）。

お
知
ら
せ

P P

P

P

P

P

時遊館ＣＯＣＣＯはしむれ

タイヤショップまさる

公園 指　宿
図書館

至鹿児島
国道226号

至山川

片
野
田
建
設

南
九
州
酒
販

浄
敬
会
館

もゆき

千
手
観
音

小
田
墓
地
公
苑

…… 進入禁止

…… 駐車禁止

…… 一方通行

…… 駐 車 場

A

D

C

BB

お盆の交通規制・臨時駐車場
臨時駐車場　（17時から使用可）
Ａ　浄敬会館（会館使用時は除く）
Ｂ　時遊館COCCOはしむれ
Ｃ　駅西１号公園前空地
Ｄ　指宿図書館
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PICK UP NEWS
ゲ
ッ
キ
ツ
を
好
ん
で
寄
生
し
、

繁
殖
・
越
冬
し
ま
す
。

※
市
で
は
カ
ン
キ
ツ
グ
リ
ー
ニ
ン

グ
病
の
発
生
は
確
認
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
こ
の
病
気
が
発
生
し

た
場
合
、
ミ
カ
ン
キ
ジ
ラ
ミ
が

い
る
と
急
速
に
広
が
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

問
農
政
課
営
農
振
興
係
（
い
ぶ
す

き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　
内
７
１
２

夏
休
み
エ
ネ
ル
ギ
ー
探
検

▼
日
時
／
８
月
９
日
㊐

①
９
時
30
分
〜
12
時
30
分

②
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

▼
場
所
／
九
州
電
力
山
川
地
熱
発

電
所
展
示
室

▼
内
容
／
省
エ
ネ
講
座
、
発
電
所

設
備
見
学
、
映
画
上
映
（
怪
盗

グ
ル
ー
の
ミ
ニ
オ
ン
危
機
一
髪
）

▼
定
員
／
①
②
各
回
先
着
60
人

▼
参
加
料
／
無
料

※
当
日
受
付

申 

問 

九
州
電
力
山
川
地
熱
発
電
所

展
示
室
☎
35
３
３
２
６

開
聞
そ
う
め
ん
夏
祭
り

▼
日
時
／
８
月
12
日
㊌
17
時
〜
21
時

▼
場
所
／
か
い
も
ん
山
麓
ふ
れ
あ

い
公
園

基
に
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
秘
訣

を
伝
授
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
不

要
で
、
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

▼
日
時
／
８
月
29
日
㊏
14
時
〜
16

時
（
開
場
13
時
30
分
）

▼
場
所
／
市
民
会
館

▼
演
題
／
あ
な
た
の
か
ら
だ
は
若

返
る
！
〜
後
半
人
生
を
い
き
い

き
生
き
る
ヒ
ン
ト
〜

問
健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

　
内
２
８
７

▼
内
容
／「
タ
ラ
リ
〜
ン
、
鼻
か

ら
牛
乳
〜
」の
嘉
門
達
夫
の
替
え

歌
シ
ョ
ー
、
花
火
大
会
、
地
元

市
民
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど

※
詳
し
く
は
、
後
日
、
市
政
事
務

嘱
託
員
を
通
じ
て
配
布
す
る
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
か
い
も
ん
山
麓
ふ
れ
あ
い
公
園

　

☎
32
５
５
６
６

新
歩
く
道
紀
行
100
選

池
田
湖
畔
と
新
永
吉
棚
田

ウ
オ
ー
ク

▼
期
日
／
８
月
22
日
㊏

※
雨
天
決
行

▼
集
合
／
９
時
30
分
ま
で
に
え
ぷ

ろ
ん
は
う
す
池
田

▼
終
了
／
12
時
（
予
定
）

▼
距
離
／
約
９
・
５
㎞

▼
参
加
料
／
会
員
は
無
料
、
非
会

員
３
０
０
円（
保
険
料
な
ど
含
む
）

▼
申
込
方
法
／
電
話

▼
申
込
締
切
日
／
８
月
20
日
㊍
17

時
ま
で

申 

問 

市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
協
会
事
務
局（
担
当
・
廣
森
）

　

☎
㉒
３
２
５
２

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
い
ぶ
す
き
７
月
号
通
常
版

19
ペ
ー
ジ
大
昆
虫
展
＆
シ
ェ
ル
コ

レ
２
０
１
５
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
③

オ
リ
ビ
ン
と
星
砂
万
華
鏡
を
作
ろ

う
の
日
時
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

（
正
）

▼
日
時
／
８
月
23
日
㊐
９
時
〜

（
誤
）

▼
日
時
／
８
月
22
日
㊏
10
時
〜

限
度
額
適
用
認
定
証
・

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証

　

高
額
療
養
費
制
度
は
、
医
療
費

の
自
己
負
担
限
度
額
を
定
め
、
限

度
額
を
超
え
る
金
額
を
保
険
料

（
税
金
）
な
ど
で
賄
い
、
患
者
の

負
担
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
、

重
い
病
気
や
大
き
な
け
が
な
ど
で

高
額
な
医
療
費
が
必
要
と
な
る
場

合
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
や

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
を
申
請
し
医
療
機
関

な
ど
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
支
払

い
が
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

▼
70
歳
未
満
の
人
／
住
民
税
課
税

世
帯
の
人
は「
限
度
額
適
用
認

定
証
」、
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
人
は「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」の
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
70
歳
〜
74
歳
の
人
／
住
民
税
課

税
世
帯
の
人
は
手
続
き
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
人
は
、「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
場
合
、

認
定
証
を
交
付
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の
／
保
険
証
、

印
鑑
（
認
印
可
）

南
指
宿
中
学
校
吹
奏
楽
部

第
　
回
定
期
演
奏
会

　

卒
業
生
や
丹
波
小
の
子
ど
も
た

ち
も
賛
助
出
演
し
ま
す
。

▼
日
時
／
８
月
22
日
㊏
14
時
〜

▼
場
所
／
市
民
会
館

▼
入
場
料
／
無
料

▼ 

演
奏
曲
目
／
マ
ー
ド
ッ
ク
か
ら

の
最
後
の
手
紙
、
ア
フ
リ
カ
ン

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー　

ほ
か　
　

問
南
指
宿
中
学
校（
担
当
・
南
方
）

　

☎
㉒
２
９
１
１

寶ほ
う
す
き
さ
い

宿
祭

　

子
宝
の
神
様
と
し
て
知
ら
れ
る

若
宮
神
社
を
中
心
に
し
た
お
祭
り

を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
／
８
月
22
日
㊏
18
時
〜
21

時
※
荒
天
時
は
23
日
㊐
に
延
期

▼
場
所
／
若
宮
神
社
周
辺

▼ 

内
容
／
神
事
、
神み

こ
し輿

、
ス
テ
ー

ジ
、
屋
台
、
お
楽
し
み
抽
選
会

な
ど

女
性
神
輿
担
ぎ
手
を
募
集
し
ま
す
。

参
加
料
無
料
、
記
念
品
贈
呈
。
詳

し
く
は
青
振
連（
☎
㉒
５
５
５
０
）

ま
で
。

問
摺す

り
わ
か若

会
（
会
長
・
鈴
木
）

　

☎
㉒
３
８
７
８

▼
そ
の
他
／

 

認
定
証
を
持
っ
て
い
る
人
も
、

毎
年
８
月
に
更
新
が
必
要
で
す
。

更
新
は
、
８
月
３
日
㊊
か
ら
受

け
付
け
ま
す
。

 

社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い

る
人
は
、
勤
務
先
の
担
当
窓
口

か
社
会
保
険
事
務
所
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
増
進
課
健
康
保
険
係

　
内
２
８
５

ダ
ニ
が
媒
介
す
る

感
染
症
に
注
意

　

マ
ダ
ニ
は
屋
内
で
見
ら
れ
る
ダ

ニ
と
は
種
類
が
異
な
り
、
主
に
森

林
や
草
地
な
ど
屋
外
に
生
息
し
ま

す
。
大
き
さ
は
３
〜
４
ミ
リ
で
全

国
的
に
分
布
し
、
春
か
ら
秋
に
か

け
て
活
動
的
に
な
り
ま
す
。

▼
感
染
予
防
方
法
／
草
む
ら
や
藪や

ぶ

な
ど
に
入
る
時
は
、
長
袖
、
長

ズ
ボ
ン
、
足
を
完
全
に
覆
う
靴

を
着
用
し
、
肌
の
露
出
を
少
な

く
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
屋
外

活
動
後
は
マ
ダ
ニ
に
咬か

ま
れ
て

い
な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
咬
ま
れ
た
場
合
の
対
応
／
マ
ダ

ニ
類
の
多
く
は
、
人
や
動
物
に

取
り
付
く
と
、
皮
膚
に
し
っ
か

り
と
口
器
を
突
き
刺
し
、
長
時

間
（
数
日
〜
10
日
間
）
吸
血
し

ま
す
。
無
理
に
引
き
抜
こ
う
と

す
る
と
マ
ダ
ニ
の
一
部
が
皮
膚

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

▼
日
時
／
８
月
22
日
㊏
18
時
〜
22

時
▼
場
所
／
指
宿
総
合
体
育
館

▼
対
象
／
市
内
居
住
の
社
会
人

▼
参
加
料
／
無
料
（
た
だ
し
、
今

年
度
協
会
未
登
録
者
は
１
人

５
０
０
円
で
登
録
が
必
要
）

▼
試
合
方
法
／
４
人
制

▼
申
込
締
切
日
／
８
月
17
日
㊊
17

時
ま
で

申
指
宿
総
合
体
育
館

　

☎
㉒
３
５
１
１

問
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
（
下

温
湯
）
☎
㉔
４
８
５
７

英
語
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
講
座

　

英
語
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
簡

単
な
あ
い
さ
つ
な
ど
の
基
礎
会
話

レ
ッ
ス
ン
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
／
８
月
29
日
㊏
14
時
〜
15

時
▼
場
所
／
山
川
図
書
館

▼
対
象
／
３
才
〜
小
学
生
程
度
の

子
ど
も
（
保
護
者
の
付
き
添
い

が
必
要
）

▼
講
師
／
ミ
シ
ェ
ー
ル
・
カ
ト
ウ

氏
（
県
国
際
交
流
員
）

▼
定
員
／
親
子
12
組

▼
参
加
料
／
無
料

▼
申
込
方
法
／
電
話

内
に
残
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
の
で
、
で
き
る
だ
け
病
院
で

処
置
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
後
に
、
発

熱
な
ど
症
状
が
認
め
ら
れ
た
場

合
は
、
医
療
機
関
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群

の
症
状
／
原
因
不
明
の
発
熱
、

食
欲
低
下
、
吐
き
気
、
嘔お

う

吐
、

下
痢
、
腹
痛
、
頭
痛
、
筋
肉
痛
、

意
識
障
害
、
け
い
れ
ん
、
昏こ

ん

睡
、

リ
ン
パ
節
腫し

ゅ

脹
、
呼
吸
器
症
状
、

出
血
症
状
な
ど
を
起
こ
し
ま
す
。

問
健
康
増
進
課
地
域
保
健
係

　
内
２
８
３

ミ
カ
ン
キ
ジ
ラ
ミ
の

再
発
防
止
に
ご
協
力
を

　

再
侵
入
の
警
戒
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
ミ
カ
ン
キ
ジ
ラ
ミ
と
は
／
カ
ン

キ
ツ
グ
リ
ー
ニ
ン
グ
病
を
う
つ

す
昆
虫
。
体
長
は
４
㎜
程
度
で
、

▼
申
込
締
切
日
／
８
月
26
日
㊌

申     

問 

観
光
特
急
が
つ
な
ぐ
国
際
交

流
推
進
実
行
委
員
会
事
務
局

（
市
長
公
室
企
画
調
整
係
）

　
内
１
２
８

子
ど
も
の
健
康
と
発
達

　

子
育
て
や
子
ど
も
の
発
達
に
つ

い
て
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
未
就

学
児
の
保
護
者
な
ど
を
対
象
に
、

子
ど
も
の
心
と
体
の
発
達
に
関
す

る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
／
９
月
５
日
㊏
13
時
30
分

〜
15
時
30
分

▼
場
所
／
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
わ

か
ば

▼
講
師
／
相
星
壮
吾
先
生
（
指
宿

医
療
セ
ン
タ
ー
小
児
科
部
長
）

▼
定
員
／
50
人

▼
参
加
料
／
無
料

▼
申
込
方
法
／
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
託
児
の
有
無
を
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で

▼
申
込
締
切
日
／
８
月
28
日
㊎

申     

問 

地
域
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
内
２
７
６
Ｆ
㉔
４
３
４
２

　

*shim
in-fukushi@

city.
ibusuki.lg.jp

健
幸
づ
く
り
講
演
会

　

筑
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　小学５年生～中学２年生を対象に時遊館
COCCOはしむれの解説ができるジュニアガ
イドの養成講座を実施します。
▶日時／８月22日㊏９：00～15：30
▶場所／時遊館COCCOはしむれ
▶参加料／700円（昼食代含む）
▶定員／先着15人
▶内容／橋牟礼川遺跡のガイド研修や石製の古
代勾

まが

玉作り体験などを行います。講座を修了
すると年間パスポートがもらえます。
▶申込方法／電話
申問時遊館COCCOはしむれ
　☎㉓5100

ジュニアガイド養成講座

申申し込み先　問問い合わせ先　内内線　ＦＦＡＸ　連連絡先　届届け出先
　　健幸マイレージ対象事業健 幸

指宿市役所　指指宿庁舎　☎０９９３︲２２︲２１１１　　山山川庁舎　☎０９９３︲３４︲１１１１　　開開聞庁舎　☎０９９３︲３２︲３１１１
◇指宿市役所の住所　〒891-0497　指宿市十町２４２４番地　　◇指宿市ホームページ　http://www.city.ibusuki.lg.jp

催
し

11

健 幸

健 幸

約４㎜

健 幸

君の挑戦

待ってるぞ☆

のココレッド
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まちの 話 題
ZOOM UP IBUSUKI

中野さん（中央）の今後の活躍にも期待します

茶いっぺプロジェクト
代表の生徒たち

女子ソフトテニス部とワープロ部の生徒たち

中野さんが青少年育成指導者で表彰

子どもに密着した指導が評価

茶いっぺプロジェクト表彰、部活動全国大会出場

文武両道に活躍する指商生

青少年育成県民会議で中野政道さん（上野東）が青少年
育成指導者の部で表彰され、６月５日に市長報告を行い
ました。中野さんは、学校応援団コーディネーターとし
て学校と地域と連携しながら教育支援を行っている他、
郷土芸能「猿の子踊り」の指導を行い、青少年育成に尽力
したことなどが評価。「皆さんが引き立ててくれたおかげ。
子どもたちと交流を楽しみながら今後も活動を続けてい
きたい」と受賞の喜びを話しました。

６月 17 日、指商の３年生が指宿駅で観光客へお茶を
振る舞う「指宿茶いっぺプロジェクト」に対し、指宿枕崎
線輸送強化促進期成会が功績を称え、感謝状を贈りまし
た。活動は平成 23 年に始まり、月に３～４回行ってい
ます。３年の濵嵜友里愛さんは、「これからも、おもてな
しの心を大切に頑張ります」とお礼の言葉を述べました。
また同日、女子ソフトテニス部とワープロ部の部員らが
豊留市長を訪れ、それぞれ全国大会出場を報告しました。

抽選会とふるさとの話で盛り上がる会場生産量日本一のオクラを紹介する豊留市長

第31回鹿児島指宿会の集い

「ふるさとトーク」で盛り上がる
首都圏でトップセールス

指宿産の夏野菜を味わって
６月５日、鹿児島市で第 31 回鹿児島指宿会の集い

（大西正三会長）が行われ、約 90 人の会員が集いました。
本市からも豊留市長や新宮領議長らが参加。総会後の「ふ
るさとトーク」では、本市の近況報告や地方創生、時遊
館 COCCO はしむれへの誘客などについて意見交換が
行われました。懇親会では、特産品の抽選会や直売、市
民歌斉唱などもあり、和やかな雰囲気の中、ふるさとに
ついて語り合いました。

千葉県習志野市のイオン津田沼店で、６月 20 日、鹿
児島うまいものフェアが開催され、豊留市長と JA いぶ
すきの西村組合長がトップセールスを行いました。豊留
市長は、「指宿は夏野菜の代表であるオクラの生産量が日
本一です。栄養満点のオクラを食べて暑い夏を乗り切り
ましょう」と PR。店内は、指宿産のオクラやカボチャを
はじめ、鹿児島県産の安全・安心な農畜産物を求め、多
くの来店客でにぎわいました。

まちの 話 題
ZOOM UP IBUSUKI

迅速な災害対応を促進する調印式パワフルなステージで観客を魅了出会いを求めて多くの人が集う

指宿市建設業組合と指宿南九州消防組合が協定

協力してまちの安全を守る
野外音楽祭「オトノミズウミ」が開催

えぷろんはうすがリニューアル
６月 28 日、えぷろんはうす池田で野外音楽祭「オト

ノミズウミ」が開催されました。地元や南九州市、鹿児
島市のバンドやグループ８組が出演。ロックやアコース
ティック、ジャズなど多彩な演奏やフラが披露され、訪
れた家族連れらが楽しんでいました。同施設を運営する
法心彌一郎さん（丈六）は、「イベントといえば音楽のイメ
ージがあった。今後も定期的にイベントやワークショッ
プを開催したい」と話しました。

白熱したミニゲーム

バスケットボールクリニックが開催

プロ選手から技術を学ぶ

なのはな館で街コン

若い男女が指宿に集う

６月 27・28 日、指宿総合体育館で男子プロバスケ
ットボールチーム広島ドラゴンフライズの佐古賢一（元
日本代表）ヘッドコーチら５人を講師に招いて「バスケッ
トボールクリニック in 指宿」が開催されました。10 回
目となった今年は、南薩地域の小・中学生ら約 230 人
が参加。ドリブルやシュートなどの技術を学びました。
主催した市バスケットボール協会の中村隆作会長は「子
どもたちの技術力向上に役立ててほしい」と話しました。

６月 28 日、ふれあいプラザなのはな館で野外婚活イ
ベント「恋フェス」が行われました。出会いの場を作り、
地域を活性化させようと指宿商工会議所青年部が主催。
45 歳までの男女約 280 人が集い、20 人ずつの男女が
１分間でプロフィールを交換しあうお見合い回転寿司な
どで交流しました。今奈良孝実行委員長は、「予定より多
くの人が集まってくれた。多くの若者が指宿に移住する
きっかけになるとうれしい」と話しました。

６月17 日、市内のホテルで指宿市建設業組合と指宿南
九州消防組合が、災害時の応援活動に関する調印式を行
いました。これまで、消防組合は管内の建設業者などに
直接応援要請し、連絡に時間を要することがありました
が、この協定で建設業組合と連携を取り、より迅速に災
害対応できるようになります。福永昭一建設業組合長は、

「今回の協定は大きな一歩。まちの安全・安心のため、持
てるノウハウを存分に使いたい」と話しました。
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まちの 話 題
ZOOM UP IBUSUKI

冷凍されたキハダマグロに興味津々

みんなそろってゴール！

－50℃の世界を体験

地域水産業の特色を学ぶ

魚見小遠泳大会が開催

見事に全員完泳

６月 30 日、地域水産業の特色を学び関心を深めても
らおうと、山川町漁協青年部が山川小・大成小の５年生
54 人を対象に体験学習を行いました。小学生らは漁協
の冷蔵施設で－ 50℃と－ 25℃の温度を体験した後、同
施設で冷凍されたキハダマグロを見学。山川小５年の川
畑真さん（福元東）は「マグロがとても冷たかった」と感触
を話しました。また、この日は山川漁港でマダイの稚魚
5,000 匹の放流体験も行われました。

７月５日、魚見小の第 29 回知林ヶ島遠泳大会が行わ
れました。保護者やボランティアらが見守る中、４～
６年生 52 人が知林ヶ島からスタート。田良浜までの約
1.5km を見事全員が完泳しました。６年生の坂口湧和
さん（五郎ヶ岡）は「雨で寒かったけど楽しく泳げた。６
年間のいい思い出になった」と話し、泳ぎ方を指導した
平原秀二教諭は「泳ぎに自信が持てる素晴らしい伝統。
今後も続けていきたい」と話しました。

図の違いについて話す児童らと髙﨑恵さん

ゴールを決め盛り上がる会場

男女共同参画学びの広場が開催

みんな違うから素晴らしい

サッカー女子ワールドカップ準優勝

なでしこジャパンへ大きなエール

７月２日、開聞小で男女共同参画学びの広場が開催さ
れました。自分も周りも大切にする子どもを育成するこ
となどが目的。５、６年生の授業では、各児童が同じ指
示で絵を描き、それぞれの捉え方で全く異なった絵にな
ることを通して、１人ひとり個性が違うことを学びまし
た。講師の髙﨑恵さんは「人と違うことはいけないこと
と思いがち。違いを恐れる必要はなく、違いを重ねて新
しいことを創り出すのが大事」と児童たちに伝えました。

福元美穂選手（山川成川出身）らが出場したサッカー女
子ワールドカップカナダ大会。時遊館 COCCO はしむ
れでは、決勝トーナメント４試合のパブリックビューイ
ングを開催し、延べ 142 人がなでしこジャパンにエー
ルを送りました。７月６日、アメリカとの決勝戦を観戦
した福元選手の同級生、神田くみ子さん（谷村上）は、「（福
元選手は）チームを懸命にサポートし、みんなの力で準
優勝となった。同級生としてうれしい」と話しました。

まちの 話 題
ZOOM UP IBUSUKI

おもてなしは笑顔が大切と語る講師

生徒たちも笑顔で踊りを披露竹内壽美さん

宮園キミエさん

外国人観光客おもてなしセミナー開催

知ることはおもてなしの第一歩

指高生が患者を元気に

元気になれるハーモニー
７月 12 日、指宿医療センターでサマーコンサートが

行われました。入院している患者やその家族が元気にな
ってもらおうと、指宿高校の吹奏楽部 31 人が来院。最
近の曲に合わせて踊ったり昔懐かしの演歌をコーラスで
披露したりすると、会場からは多くの拍手が送られまし
た。部長の瀬戸口美郷さん（下里）は、「たくさんの人と一
緒に歌えてうれしかった。入院している人たちを笑顔に
できてよかった」と話しました。

みんなの絆で初戦突破！

柳田小ソフトボール全九州大会出場

負けない気持ちで成長

100歳長寿を祝う

いつまでも長生きを

７月７日、柳田ソフトボールスポーツ少年団が豊留市
長を訪問し、全九州小学生ソフトボール大会への出場を
報告しました。同チームは、５月 24 日に開催された県
予選大会で好成績を残し、８月１日から長崎県南島原市
で開催される全九州大会への切符を勝ち取りました。河
野信之介キャプテン（二月田）は、「練習はきつかったけど、
みんなでやって楽しかった。大会では気持ちの面で負け
ないようにして勝ちたい」と意気込みを話しました。

このたび２人が満 100 歳を迎え、市と市社会福祉協
議会は祝い金と記念品を贈り、長寿を祝いました。竹内
壽美さん（外城市）は６月 28 日生まれで現在、自宅で元
気に過ごしています。また、宮園キミエさん（北十町）は
７月１日生まれで現在、肥後病院で穏やかに過ごしてい
ます。いつまでも元気で長生きしてください。

７月７日、市民会館で外国人観光客おもてなしセミナ
ーが開催されました。外国人観光客の望むことや、今後
増加するイスラム圏の人々に対する正しい知識を学ぼう
と、観光関係者や市民ら約 70 人が参加。「外国人は温泉
には好んで入浴するのか、シャワーで済ますことが多い
のか」といった質問が交わされ、参加者は実際のおもて
なしに生かそうと、時折メモをとりながら専門家の講演
に耳を傾けていました。
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88　
　

宮

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

追
悼

お
く
や
み

指
宿
地
域

山
川
地
域

市
外
地
域

開
聞
地
域

　

次
の
方
々
が
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

○
迫
北
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ホ
ー
ル

　
イ
ン
ワ
ン
寄
金

○
第
47
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

　
山
川
福
祉
交
流
会

一
般
寄
付

篤　

志

元気に育ってね。

櫟山　奏
か な と

斗ちゃん

これから一緒に成長して
いこうね。大好き♡

吉満　心
み さ

咲ちゃん

男の子らしく、強くたく
ましく元気に

諏訪園 翔
しょうり

吏ちゃん

申問市長公室広報統計係
　☎㉒2111内123

迫田　彩
あ や か

薫ちゃん
明るく元気に育ってね！

ねえね達と仲よく、明る
く元気に育ってね♡

門原　蓮
れ ん と

叶ちゃん福里 琉
りゅうのすけ

之介ちゃん
元気にすくすくと大きく
なってね♡♡

パパとママの宝物♡元気
に育ってねっ！

田口　心
こ こ な

絆ちゃん

すくすく大きくなってね

中釜　稜
り く

久ちゃん

We ♥BABY
～子どもはまちの宝です～

LOVE

南大隅町夏祭り（花火大会）
今月の話題

まちの情報交換

フェリーなんきゅうに乗って出掛けよう

　根占港周辺で南大隅町夏祭り（花火大会）を開催し
ます。
▶日時　８月13日㊍　20時～
（雨天時順延）
▶場所　根占港
▶花火発数　3,000発
問南大隅町企画観光課
　☎0994-24-3115（直通）

山﨑 穣
じょうのすけ

之丞ちゃん
元気な姿で生まれてきて
くれてありがとう

　お子さんやお孫さんの写真掲載を希望する人は、
子どもの名前とふりがな、性別、生年月日、保護者
名、住所・地区名、電話番号、お子さんへのメッセ
ージを記入し、メール（画像は２ＭＢ以内）、郵送、
持参のいずれかで応募してください。
*s-koushitsu@city.ibusuki.lg.jp
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などの重大な人権問題です。　
　これらの人権問題を解決するためには、一人ひとりが
お互いの人権を尊重し、偏見や差別のない社会の実現に
向けて意識を高めていくことが大切です。
　県では、８月を人権同和問題啓発強調月間と定めてい
ます。この機会に、改めて人権について考えてみましょ
う。
問市民協働課市民係　☎㉒2111内214

人権同和問題啓発強調月間
　人権とは、人が人らしく、幸せに生きるための大切な
権利です。私たちは皆、立場、生き方に関係なく生まれ
ながらにして人権を持っています。
　社会には、同和問題をはじめ、子どもや高齢者への虐
待、女性、障害者などに関する人権問題があります。
　同和問題は、日本社会の歴史的過程で形づくられた身
分差別により、日常生活の上でさまざまな差別を受ける

目
が
見
え
な
く
な
る
病
気

～分かりやすい医療の話～
Medical Lecture

今月のドクター
指宿医師会

尾辻　太
問指宿医師会　☎㉞2820

私
た
ち
人
間
は
、
外
界
か
ら
の
情
報
の
80
％

以
上
は
目
か
ら
得
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
平

均
寿
命
が
延
び
て
き
て
い
る
現
在
、
一
生
涯
に

お
い
て
”見
る
・
見
え
る
“
は
と
て
も
重
要
な

機
能
で
あ
り
ま
す
。

わ
が
国
の
視
覚
障
害
の
三
大
原
因
は
緑
内
障
、

糖
尿
病
網
膜
症
、
網
膜
色
素
変
性
症
で
す
。

ま
た
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
聞
い
た
人
も

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
最
近
で
は
加
齢
黄
斑
変

性
の
割
合
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
今
回
は
視

覚
障
害
原
因
第
１
位
の
緑
内
障
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
す
。

40
歳
以
上
の
日
本
人
に
は
、
20
人
に
１
人
の

割
合
で
緑
内
障
の
患
者
さ
ん
が
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
２
０
１
５
年
現
在
、
指
宿
市
に
40

歳
以
上
の
人
が
約
２
万
８
千
人
い
ま
す
の
で
、

緑
内
障
に
か
か
っ
て
い
る
人
は
約
１
４
０
０
人

い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

ま
た
緑
内
障
の
有
病
率
は
年
齢
と
と
も
に
増

加
し
て
い
く
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
発
見

さ
れ
た
緑
内
障
の
患
者
の
う
ち
、
そ
れ
ま
で
緑

内
障
と
診
断
さ
れ
て
い
た
の
は
、
全
体
の
１
割

に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
つ
ま
り
、
緑
内
障
が

あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
に
気
付
か
ず

に
過
ご
し
て
い
る
人
が
大
勢
い
る
こ
と
も
判
明

し
ま
し
た
。

最
近
の
緑
内
障
の
診
断
と
治
療
の
進
歩
は
目

覚
ま
し
く
、
以
前
の
よ
う
な「
緑
内
障
＝
失
明
」

と
い
う
疑
念
は
古
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
一

般
に
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
よ
っ
て
失
明

と
い
う
危
険
性
を
少
し
で
も
減
ら
す
こ
と
が
で

き
る
病
気
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。　

 

「
緑
内
障
」と
一
言
で
言
っ
て
も
い
ろ
い
ろ

な
種
類
の
緑
内
障
が
あ
り
ま
す
。
急
激
に
眼
圧

が
上
昇
し
、
目
の
痛
み
や
頭
痛
、
吐
き
気
な
ど

激
し
い
症
状
を
起
こ
す
も
の（
急
性
緑
内
障
）と
、

ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
病
気
が
進
行

し
て
し
ま
う
も
の（
慢
性
緑
内
障
）が
あ
り
ま
す
。

緑
内
障
は
、
眼
圧
、
隅
角
、
眼
底
、
視
野
、

画
像
解
析
検
査
な
ど
で
診
断
さ
れ
ま
す
。
定
期

検
診
な
ど
で
、
異
常
が
あ
っ
た
場
合
、
必
ず
眼

科
医
の
診
察
を
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

緑
内
障
に
よ
っ
て
障
害
さ
れ
た
視
神
経
は
治

療
を
行
っ
て
も
元
に
戻
ら
ず
、
す
で
に
失
わ
れ

て
し
ま
っ
た
視
野
も
回
復
し
な
い
の
で
、
早
期

に
発
見
し
、
進
行
を
防
ぐ
治
療
を
行
う
こ
と
が

大
切
で
す
。

治
療
は
病
状
に
合
わ
せ
て
選
択
さ
れ
ま
す
。

大
多
数
を
占
め
る
慢
性
緑
内
障
で
視
野
異
常
が

進
行
し
て
い
な
い
場
合
は
、
ま
ず
は
点
眼
薬
に

よ
る
治
療
か
ら
始
め
ま
す
。
薬
物
で
は
眼
圧
が

十
分
に
低
下
し
な
い
場
合
や
視
野
異
常
の
進
行

が
止
ま
ら
な
い
場
合
は
レ
ー
ザ
ー
治
療
や
手
術

治
療
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

治
療
後
も
定
期
的
に
検
査
を
受
け
、
病
状
が

進
行
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
初
め
て
治

療
が
順
調
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
緑
内
障
は
生

涯
に
わ
た
る
管
理
が
必
要
で
す
。

Doctor

人権問題シリーズ 116 回

月日 医療機関名（診療科） 電話番号

8月2日㊐ 【外科】指宿医療センター ☎㉒2231
【内科】濵田洋一郎医院 ☎322614

8月9日㊐ 【外科】木之下クリニック ☎㉓3940
【内科】福元医院（※） ☎㉒3053

8月16日㊐ 【外科】長野整形外科クリニック ☎㉓3291
【内科】いぶすき内科 ☎㉓3239

8月23日㊐ 【外科】生駒外科医院 ☎㉒3059
【内科】伊藤記念病院 ☎㉔4466

8月30日㊐ 【外科】指宿脳神経外科 ☎㉗1177
【内科】指宿浩然会病院（※） ☎㉒3295

9月6日㊐ 【外科】指宿医療センター ☎㉒2231
【内科】南記念クリニック（※） ☎㉓3730

日曜・祝日当番医（在宅時間８時～18時）

日曜・祝日薬局（開局時間９時～18時）

指宿地域
8月1日、2日 ㈲指宿工業所 ☎㉒3530
3日～9日 ㈲丸栄設備 ☎㉓2694

10日～12日 ㈲丸山水道工務店 ☎㉓3131
（夜・休☎090-8911-3357)

13日 ㈲山王水道工事店 ☎㉔3557
14日 中村設備 ☎㉒3013

15日、16日 ㈲丸山水道工務店 ☎㉓3131
（夜・休☎090-8911-3357)

17日～23日 ㈱福尚 ☎㉒4529

24日～30日 ㈱丸善産業 ☎㉕5200
（夜・休☎090-8763-0866)

31日～9月6日 ㈲指宿徳永組 ☎㉒4091
（夜・休☎㉓2190)

山川地域
8月 ㈱福ヶ迫建設 ☎341822
9月 西設備 ☎341176

開聞地域
8月 ㈱丸新建設 ☎322227
9月 ㈲中村組 ☎322228

【外科：赤色　 内科：緑色】　
 かかりつけ医が不在のときは、当番医を利用してください。

月日 薬局名 電話番号
8月2日㊐ 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343

8月9日㊐ イブスキ薬局
ハート薬局

☎㉔4516
☎㉓2377

8月16日㊐ そうごう薬局指宿店 ☎㉒1021
8月23日㊐ チェリー調剤薬局 ☎㉔3705

8月30日㊐ なのはな薬局
わたせ薬局

☎㉔1111
☎㉒4739

9月6日㊐ 指宿薬剤師会薬局
ゆのさと薬局

☎㉒6343
☎㉒6771

（※） 印が付いている医療機関では、日曜・祝日の当番日に健康診査が受診
できます（事前に申し込んでください）。

生ごみ処理機器購入
を補助します

美しい指宿を
未来へ残すために㉗

みんなの
環境広場

　生ごみ処理機器には、次のような
種類があります。

コンポスト式…土の中の微生物の働
きで生ごみを堆肥化するもの。プ
ラスチック製の容器を庭に設置し
ます。
電気式…高温で生ごみを乾燥させる
もの。処理した生ごみを堆肥など
に利用できます。

家庭で大活躍！
生ごみ処理機器

　市では、生ごみ処理機器購入補助
を拡充しています（平成29年度ま
で）。手続きは各庁舎でできます。

＜家庭用の手続きに必要なもの＞
 生ごみ処理機器の領収書
　（購入後６カ月以内）
 印鑑
 振込口座の分かるもの
　（通帳やキャッシュカードなど）
※事業所用を購入する時は、事前に
相談してください。

問環境政策課生活衛生係内245

生ごみも立派な資源。
堆肥作りに挑戦して
みよう♪

日曜・祝日当番医・薬局・水道工事当番店

水道工事当番店
※ 水道工事に関する当番店です。下水やトイレの詰まりなどは、なじみの
工事店にお願いしてください。また、宅地内の漏水についてもできるだ
け設置業者へ修理依頼をお願いします。

24時間体制で緊急時の
当番医を紹介します。

当番医
テレホン
サービス

月日 歯科医療機関名 電話番号
8月13日㊍ 永尾歯科医院 ☎㉔5523
8月14日㊎ 平田歯科医院 ☎352150
8月15日㊏ なかはら歯科医院 ☎㉓2920

年　度 補 助 内 訳

家 

庭 

用

平成27～29年度 購入価格の40％
（上限45,000円）

平成30年度以降 購入価格の1/3
（上限30,000円）

事
業
所
用

平成27～29年度 購入価格の40％
（上限2,000,000円）

平成30年度以降 補助の廃止

※かかりつけ歯科医が不在のときは、当番歯科医を利用してください。
※通常の日曜・祝日は、かかりつけ歯科医もしくは県歯科医師会館口腔
　保健センター（☎099-223-0378）を利用してください。

長期休日当番歯科医（診療時間９時～１２時）
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較
的
広
い
道
路
を
選
ん
で
歩
い
て

い
ま
す
が
︑
と
て
も
暗
く
防
犯
上

や
交
通
事
故
防
止
の
た
め
に
も
︑

も
う
少
し
街
灯
を
増
や
し
て
い
た

だ
け
る
と
︑
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
す
る

人
が
さ
ら
に
増
え
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
︒ 

　
︵
₄₃
歳　
ゴ
ー
や
チ
ャ
ン
プ
ル
︶

街
灯
の
種
類
は
、
市
が
設
置
す

る
防
犯
灯
や
地
区
が
設
置
す
る
安

全
灯
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
設
置
し

た
い
場
所
や
環
境
に
よ
っ
て
ど
の

街
灯
を
設
置
す
る
か
変
わ
っ
て
き

ま
す
。
ま
ず
は
、
市
か
地
区
の
公

民
館
長
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
で
は
平
成
25
年
度
に

市
営
陸
上
競
技
場
か
ら
な
の
は
な

館
周
辺
の
歩
道
を
健
幸
ロ
ー
ド
と

し
て
整
備
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、

夜
間
で
も
歩
き
や
す
い
よ
う
に
街

灯
も
新
設
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
こ
ち

ら
の
コ
ー
ス
で
も
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
楽
し
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

避
難
経
路
の
確
認
な
ど
自
分
で
で

き
る
事
を
や
っ
て
お
く
こ
と
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
︒
梅
雨
真
っ
最

中
で
す
が
︑
大
き
な
自
然
災
害
が

あ
り
ま
せ
ん
よ
う
に
︒ 

　
︵
₅₅
歳　
エ
プ
ロ
ン
母
ち
ゃ
ん
︶

近
年
、
想
定
を
越
え
る
集
中
豪

雨
や
台
風
、
地
震
な
ど
の
発
生
で

多
く
の
被
害
が
出
て
い
ま
す
。
被

害
を
減
ら
す
た
め
、
１
人
ひ
と
り

が
普
段
か
ら
防
災
意
識
を
持
つ
こ

と
が
大
切
で
す
。
災
害
時
に
落
ち

着
い
て
行
動
で
き
る
よ
う
、
防
災

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
し
、
も

し
も
の
と
き
の
準
備
や
役
割
を
家

族
や
地
域
で
話
し
合
っ
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

広
報
誌
を
簡
素
化
し
て
安
く

仕
上
げ
て
く
だ
さ
い
︒
箇

条
書
き
で
済
む
の
ま
で
が
カ
ラ
ー

写
真
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
︒

　
　
　
　
　
　
　
︵
₆₆
歳　
ヒ
ロ
︶

夜間でも明るい健幸ロード

ここは市民の集いの場。
広報誌お知らせ版の
クイズに応募いただいた
意見などを
掲載しています。

苦戦するツマベニ少年太鼓のメンバー

６月の豪雨で土砂崩れが発生した岩本宮ヶ浜吹越線

久
し
ぶ
り
に
山
川
み
な
と
祭

り
に
行
き
ま
し
た
︒
ツ
マ

ベ
ニ
少
年
太
鼓
︑
す
ば
ら
し
い
で

す
ね
︒
う
ど
ん
や
茶
節
が
と
て
も

お
い
し
か
っ
た
で
す
︒
実
行
委
員

の
方
々
︑
お
疲
れ
様
で
し
た
︒

　
　
　
　
　
　
　
︵
₅₈
歳　
女
性
︶

天
気
が
心
配
さ
れ
た
山
川
み
な

と
祭
り
で
し
た
が
、
今
年
も
多
く

の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
か
つ

お
節
削
り
大
会
で
は
、
ツ
マ
ベ
ニ

少
年
太
鼓
の
メ
ン
バ
ー
も
参
加
し
、

祭
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

関
西
へ
行
く
用
事
が
あ
り
︑

行
き
先
で
出
た
話
が﹁
ふ

る
さ
と
納
税
﹂の
事
で
し
た
︒﹁
ふ

る
さ
と
納
税
を
し
た
ら
お
返
し
に

何
か
も
ら
え
る
の
か
な
～
？
﹂と
︒

他
の
県
で
は
︑
い
ろ
ん
な
も
の
が

も
ら
え
る
と
か
聞
い
て
い
ま
す
︒

指
宿
市
で
は
︑
こ
れ
か
ら
先
︑
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
知
り
た
い
で

す
︒
私
が
知
ら
な
い
だ
け
な
の
で

し
ょ
う
か
？ 

　
　
　
　
　
　
︵
₆₅
歳　
サ
ク
ラ
︶

本
市
も
今
年
度
中
に
、
特
産
品

な
ど
の
返
礼
を
開
始
す
る
予
定
で

す
。
な
る
べ
く
多
く
の
特
産
品
が

取
り
扱
え
る
よ
う
、
出
荷
者
協
議

会
や
観
光
協
会
な
ど
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
計
画
し
て
い
ま
す
。
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
で
本
市
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

最
近
︑
噴
火
や
地
震
が
多
い

で
す
ね
︒
自
然
に
は
勝
て

ま
せ
ん
が
︑
防
災
用
具
の
点
検
や

い
つ
も
広
報
い
ぶ
す
き
見
て

ま
す
！
デ
ザ
イ
ン
な
ど
新

し
く
な
っ
た
り
し
て
ま
す
ま
す
見

や
す
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
★
イ

ベ
ン
ト
の
写
真
な
ど
知
り
合
い
が

居
な
い
か
な
～
と
探
し
た
り
毎
月

楽
し
み
に
し
て
ま
す
!!

　
　
　
　
　
　
︵
₂₂
歳　
ほ
し
★
︶

広
報
誌
を
５
月
号
か
ら
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
特
集
の
他
、

市
の
情
報
を
で
き
る
だ
け
分
か
り

や
す
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、
努
力

し
て
い
ま
す
。
今
月
号
の
特
集
は

戦
後
70
年
。
皆
さ
ん
が
思
う
戦
後

70
年
の
ご
意
見
な
ど
も
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

ア
ル
ミ
缶
と
焼
酎
の
飲
ん
だ

後
の
容
器
が
側
溝
に
投
げ

て
あ
り
ま
し
た
︒
私
は
拾
っ
て
地

区
の
資
源
と
し
て
出
し
て
い
ま
す
︒

　
　
　
　
︵
₆₄
歳　
マ
イ
バ
ッ
グ
︶

ゴ
ミ
出
し
の
マ
ナ
ー
は
一
人
ひ

と
り
の
心
掛
け
が
大
事
。
ポ
イ
捨

て
が
な
く
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

地
区
の
資
源
ご
み
収
集
に
出
し
た

も
の
は
地
区
の
収
入
に
つ
な
が
り

ま
す
。
現
在
、
ア
ル
ミ
缶
１
㎏
当

た
り
１
０
０
円
程
度
が
地
区
に
還

元
さ
れ
て
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
夜
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
ま

す
が
︑
街
灯
が
と
て
も
少
な
い
こ

と
に
驚
い
て
い
ま
す
︒
国
道
や
比

湯
い

豊
ぶ

宿
す き

茶屋寄ってらっしゃい
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